
中
世
神
道
＝
「
日
本
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
」？

―――
初
期
中
世
神
道
を
理
解
す
る
た
め
の
一
試
論
―――

二
〇
〇
七
年
四
月
二
九
日
　
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
　
中
世
神
道
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

彌
永
信
美

は
じ
め
に

　
小
論
は
、
表
題
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
お
も
に
初
期
の
中
世
神
道
を
理
解
す
る
た
め
の
一
つ
の
考
え
方
と
し
て
、
そ

れ
を
「
日
本
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
」
と
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
を
追
究
し
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
い
く
つ
か
最
初
に
断
っ
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
第
一
に
、
筆
者
は
い
か
な
る
意
味
で
も
中
世
神
道
の
専
門
家

で
は
な
い
。
あ
え
て
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
発
言
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
専
門
的
な
研

究
者
に
は
発
想
し
に
く
い
視
点
か
ら
、
大
き
な
仮
説
を
提
起
し
て
、
そ
の
可
能
性
を
追
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新

し
い
視
野
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
一
点
に
尽
き
る
。
次
に
、
表
題
で
は
「
中
世
神
道
」
と
い

う
語
を
用
い
た
が
、
筆
者
が
考
え
て
い
る
の
は
、
中
世
神
道
を
全
体
と
し
て
「
日
本
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
」
と
捉
え
ら

れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
一
部
の
文
献
―――
副
題
で
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
お
も
に
初
期
の

文
献
―――
に
見
ら
れ
る
思
想
の
、
そ
の
ま
た
限
ら
れ
た
側
面
が
、「
日
本
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
」
と
解
釈
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
理
解
し
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
提
案
で
あ
る
。
初
期
の
文
献
、
と
い
う
表
現
で
実
際
に
考
え

て
い
る
の
は
、
一
般
に
「
両
部
神
道
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
文
献
と
い
え
ば
い
い
だ
ろ
う
が
、「
両
部
神
道
」
と
「
伊

勢
神
道
」
の
文
献
は
ダ
ブ
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
し
、
専
門
家
の
間
で
も
「
○
○
神
道
」
と
い
う
呼
称
の
妥
当
性
は

確
定
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
む
し
ろ
大
ざ
っ
ぱ
に
、
だ
い
た
い
南
北
朝
時
代
く
ら
い
ま
で
の
各

種
の
文
献
、
と
述
べ
て
お
い
た
方
が
無
難
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　
「
日
本
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
」
と
い
う
表
現
は
異
様
に
感
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
し
、
ま
た
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
も
一

見
し
て
明
ら
か
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
筆
者
自
身
、
こ
の
段
階
で
、
こ
の
表
現
が
何
を
意
味
す
る
か
を
明
確
に
定
義
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
筆
者
と
し
て
は
む
し
ろ
、
こ
の
語
が
持
つ
「
奇
妙
な
感
じ
」
をheuristic

な
導
き
手
と
し

て
利
用
し
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
見
方
へ
至
る
道
が
開
け
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
出
発
点
と
し
て
、
筆
者
自
身
が
最
初
に
も
っ
と
も
驚
い
た
文
献
を
挙
げ
よ
う
。
有
名
な
『
大
和
葛
城
宝
山
記
』
の

冒
頭
の
一
節
で
あ
る1
。

蓋
聞
、
天
地
成
意
、
水
気
変
為
天
地
。
十
方
風
至
相
対
、
相
触
能
持
大
水
。
水
上
神
聖
化
生
、
有
千
頭
二
千

手
足
。
名
常
住
慈
悲
神
王
、
為
葦
綱
。
是
人
神
斉
中
、
出
千
葉
金
色
妙
宝
蓮
花
。
其
光
大
明
、
如
万
日
倶
照
。

花
中
有
人
神
、
結
跏
趺
坐
。
此
人
神
、
復
有
無
量
光
明
。
名
曰
梵
天
王
。
此
梵
天
王
、
心
生
八
子
。
々
々
生

天
地
人
民
也
。
此
名
曰
天
神
。
亦
称
天
帝
之
祖
神
也
。

　
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
一
節
は
『
大
智
度
論
』
か
ら
の
ほ
ぼ
正
確
な
引
用
で
あ
る2
。
引
用
さ
れ
た

文
章
と
比
較
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
宝
山
記
』
で
加
え
ら
れ
た
の
は
お
も
に
、「
常
住
慈
悲
神
王
」
と
い
う
神

1
『
伊
勢
神
道
集
』（「
真
福
寺
善
本
叢
刊
」
第
二
期
第
八
巻
、
二
〇
〇
五
年
、
京
都
、
臨
川
書
店
）
の
伊
藤
聡
氏
に
よ
る
翻
刻
、
六
一
七
ペ
ー
ジ
。

2

『
大
智
度
論
』T.X

X
V

1509
viii116a5-11

「
復
次
劫
尽
焼
時
一
切
皆
空
。
衆
生
福
徳
因
縁
力
故
。
十
方
風
至
相
対
相
触
能
持
大
水
。
水

上
有
一
千
頭
人
二
千
手
足
。
名
為
韋
紐
。
是
人
臍
中
出
千
葉
金
色
妙
宝
蓮
花
。
其
光
大
明
如
万
日
倶
照
。
華
中
有
人
結
加
趺
坐
。
此
人
復
有
無

量
光
明
。
名
曰
梵
天
王
。
此
梵
天
王
心
生
八
子
。
八
子
生
天
地
人
民
」。
ほ
と
ん
ど
同
じ
文
章
は
、『
雑
譬
喩
経
』T.IV

0207
529b9-14

に
も

見
え
る
（
お
そ
ら
く
『
大
智
度
論
』
の
文
章
を
用
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
）。
伊
藤
聡
「『
法
華
経
』
と
中
世
神
祇
書
―――
特
に
鎌
倉
期
両
部
神
道

書
に
お
け
る
梵
天
王
説
を
巡
っ
て
」（『
国
文
学
　
解
釈
と
鑑
賞
』、
特
集
「『
法
華
経
』
と
中
世
文
芸
」、
一
九
九
七
年
三
月
）
五
〇
ペ
ー
ジ
下
段

〜
五
一
ペ
ー
ジ
下
段
、
参
照
。
―――
な
お
、『
宝
山
記
』
の
こ
の
一
節
は
、『
天
地
霊
気
府
録
』
に
「
論
云
」
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
（
伊
藤
聡
、

同
上
論
文
、
五
一
ペ
ー
ジ
下
段
〜
五
二
ペ
ー
ジ
上
段
）
ほ
か
、『
神
皇
系
図
』
の
冒
頭
（『
伊
勢
神
道
集
』
の
牟
禮
仁
氏
に
よ
る
翻
刻
、
六
二
九
〜

六
三
一
ペ
ー
ジ
）
に
も
明
ら
か
な
影
響
を
与
え
て
い
る
（
資
料
１
参
照
）。
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名
、
そ
し
て
「
為
葦
綱
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。「
常
住
慈
悲
神
王
」
は
『
宝
山
記
』
の
後
の
文
章
で3
、「
劫
初
在
神

聖
。
名
常
住
慈
悲
神
王
。（
法
語
曰
、
尸
棄
大
梵
天
王
。
神
語
名
天
御
中
主
尊
）」
と
、
割
注
で
「
尸
棄
大
梵
天
王
」

と
「
天
御
中
主
尊
」
に
同
定
さ
れ
て
い
る
。「
葦
綱
」
は
写
本
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
大
智

度
論
』
の
「
韋
紐
＝
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
」
の
字
に
似
せ
て
、『
古
事
記
』
の
神
話
に
見
え
る
「
葦
牙
」
を
書
き
改
め
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る4
。
た
し
か
に
、
仏
典
の
中
か
ら
日
本
の
開
闢
神
話
に
も
っ
と
も
近
い
も
の
を
探
し
た
ら
、
こ
の

文
章
が
見
つ
か
っ
た
、
と
い
う
の
は
、
自
然
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
神
話
は

仏
教
の
も
の
で
は
な
く
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
話
で
あ
る5
。
仏
教
は
、
イ
ン
ド
宗
教
の
「
至
上
神
に
よ
る
世
界
創

造
」
と
い
う
観
念
（creationism
）
を
ア
ー
ガ
マ
の
時
代
か
ら
密
教
に
至
る
ま
で
、
一
貫
し
て
批
判
し
否
定
し
て
き

た6
。
だ
が
も
ち
ろ
ん
、『
大
和
葛
城
宝
山
記
』
の
著
者
は
、
仏
教
に
反
す
る
意
図
を
も
っ
て
こ
の
文
章
を
用
い
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
で
は
、
日
本
の
創
造
神
話
を
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
話
に
な
ぞ
ら
え
て
解
釈
し
そ
の
普
遍
性
を
強

調
す
る
よ
う
な
、
こ
う
し
た
考
え
方
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
思
想
的
環
境
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。
以

下
で
は
、
こ
の
問
題
を
初
期
中
世
神
道
説
に
お
け
る
仏
教
の
天
部
の
問
題
に
焦
点
を
当
て
て
考
え
て
み
た
い7
。

安
然
と
初
期
中
世
神
道
に
お
け
る
天
部
の
思
想

　
両
部
神
道
関
係
の
文
献
に
散
見
さ
れ
る
仏
教
の
天
部
に
か
か
わ
る
思
想
は
、
い
ろ
い
ろ
な
系
統
の
も
の
が
あ
る

が
、
そ
れ
ら
の
重
要
な
部
分
は
、
何
ら
か
の
意
味
で
安
然
（
八
四
一
〜
寛
平
年
間
〔
八
八
九
〜
八
九
八
〕）
の
天
部

に
か
か
わ
る
思
想
を
淵
源
と
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
有
機
的
に
組
み
合
わ
さ
れ
な
が
ら
中
世
神
道
説
の
形
成

に
関
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
今
、
い
く
つ
か
の
系
統
、
と
い
っ
た
が
、
大
き
く
分
け
る
な
ら
、

１
　
第
六
天
魔
王
に
か
ん
す
る
言
説

２
　
梵
天
（
尸
棄
大
梵
天
／
光
明
大
梵
天
）
に
か
ん
す
る
言
説
（
伊
勢
の
両
宮
を
梵
天
に
結
び
つ
け
、
天
御
中
主
尊

に
結
び
つ
け
る
説
）

３
　
伊
舎
那
天
に
か
ん
す
る
言
説
（
具
体
的
に
は
、
伊
舎
那
天
を
伊
弉
諾
、
伊
弉
冉
に
結
び
つ
け
る
説
）

と
い
う
三
つ
の
系
統
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、「
飛
行
／
飛
空
自
在
天
」（
あ
る
い
は
「
飛
行
夜

叉
神
」）
や
『
大
和
葛
城
宝
山
記
』
の
「
葦
網
」（
<
韋
紐
天
）
な
ど
、
安
然
と
の
関
連
が
明
瞭
で
は
な
い
言
説
も
見
ら

れ
る
が
（
た
だ
し
、
後
注
19
も
参
照
）、
そ
れ
ら
も
多
少
と
も
同
様
の
思
想
の
延
長
線
上
に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、
成
尊
（
一
〇
一
二
〜
一
〇
七
四
）
の
『
真
言
付
法
纂
要
抄
』
に
端
を
発
す
る
有
名
な
「
大

日
本
国
＝
大
日
の
本
国
」
説
の
影
響
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
も
、
安
然
の
神
話
的
思
考
が
背
景
に
働
い
て
い
る
。

成
尊
の
『
真
言
付
法
纂
要
抄
』
と
安
然

　
ま
ず
、
安
然
と
中
世
神
道
説
の
中
間
点
に
あ
り
、
両
者
を
結
び
つ
け
る
接
点
と
も
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
成
尊
の

『
真
言
付
法
纂
要
抄
』
を
見
て
い
こ
う
。

3

上
注
1
の
翻
刻
、
六
一
九
ペ
ー
ジ
。

4

上
注
2
に
引
用
し
た
伊
藤
聡
論
文
、
五
一
ペ
ー
ジ
上
〜
下
段
、
お
よ
び
注
3
参
照
。

5
『
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ
』
や
『
バ
ー
ガ
ヴ
ァ
タ
・
プ
ラ
ー
ナ
』
な
ど
に
見
え
る
。
拙
著
『
觀
音
変
容
譚
』（
法
藏
館
、
京
都
、
二
〇
〇
二
年
）
二

九
五
〜
二
九
六
ペ
ー
ジ
、
お
よ
び
注
63
参
照
。
事
実
、『
大
智
度
論
』
で
も
（
ま
た
同
じ
神
話
を
引
く
『
雑
譬
喩
経
』
で
も
）、
こ
の
神
話
は

「
世
俗
」
の
も
の
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
外
道
小
乘
涅
槃
論
』（T.X

X
X

II1640
157a12-19

）
や
、
そ
れ
を
引
く
吉
蔵
の
『
百
論

疏
』（T.X

L
II1827

i.2
243c27-244a2

）
で
は
、
同
じ
神
話
を
明
確
に
外
道
の
論
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。

6

拙
稿"D
aijizaiten

大
自
在
天",

『
法
宝
義
林
』p.725a-727b

参
照
。

7

こ
の
問
題
は
、
中
世
神
道
に
お
け
る
「
梵
天
王
思
想
」
と
し
て
、
上
妻
又
四
郎
「
中
世
仏
教
神
道
に
お
け
る
梵
天
王
思
想
」（『
寺
子
屋
語

学
・
文
化
研
究
所
論
叢
』、
一
、
一
九
八
二
）
や
伊
藤
聡
「『
法
華
経
』
と
中
世
神
祇
書
」
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
、
筆
者
も
「
第
六
天
魔
王

と
中
世
日
本
の
創
造
神
話
」
上
・
中
・
下
（「
弘
前
大
学
國
史
研
究
』
一
〇
四
〜
一
〇
六
号
、
一
九
九
八
年
三
月
、
十
月
、
一
九
九
九
年
三
月
）
の

「
中
」
で
部
分
的
に
論
じ
た
。
こ
こ
で
は
、
梵
天
王
に
限
ら
ず
、
よ
り
広
い
視
点
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
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『
真
言
付
法
纂
要
抄
』
は
、
一
〇
六
〇
年
に
当
時
東
宮
だ
っ
た
後
三
条
天
皇
に
、
護
持
僧
だ
っ
た
成
尊
が
捧
げ
た

も
の
だ
と
い
う8
。
有
名
な
「
大
日
本
国
＝
大
日
の
本
国
」
説
は
（
大
正
蔵
で
はT.L

X
X

V
II2433

421c1-8

に
あ

た
る
が
、
真
福
寺
本
の
翻
刻
、
四
二
六
ペ
ー
ジ
下
段
に
従
う
）
次
の
一
節
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

抑
於
贍
部
州
八
萬
四
千
聚
落
之
中
、
唯
陽
谷
内
盛
。
祕
密
教
事
、
見
上
。
又
昔
威
光
菩
薩
（
摩
利
支
天
即
大

日
化
身
也
、）
常
居
日
宮
、
除
阿
修
羅
王
難
。
今
遍
照
金
剛
、
鎭
住
日
域
、
増
金
輪
聖
王
福
矣
。
神
号
天
照

尊
、
邦
名
日
本
国
乎
。
自
然
之
理
、
立
自
然
名
。
誠
職
此
之
由
矣
。
是
故
南
天
鉄
塔
雖
迮
。
全
包
法
界
心
殿
。

東
乗
陽
谷
雖
鄙
、
皆
是
大
種
姓
人
。
明
知
。
大
日
如
來
加
持
力
之
所
致
也
。
是
凡
愚
所
識
乎
。

大
正
蔵
で
は
、「
神
号
天
照
尊
。
刹
名
大
日
本
国
乎
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
真
福
寺
の
写
本
で
は
「
邦
名
日
本
国
」

で
、
本
来
は
「
日
本
国
＝
大
日
の
本
国
」
説
は
「
潜
在
的
」
だ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う9
。
伊
藤
氏
の
解
題
（
五

四
五
ペ
ー
ジ
）
に
も
あ
る
と
お
り
、
こ
の
一
節
は
引
用
で
は
な
く
、
成
尊
自
身
の
文
章
と
考
え
ら
れ
る
。
伊
藤
氏
に

よ
れ
ば
、
杲
宝
の
注
釈
書
『
真
言
付
法
纂
要
抄
聞
書
』
に
、「
除
阿
修
羅
王
難
」
の
出
典
と
し
て
、
安
然
の
『
真
言

要
密
記
』
と
い
う
書
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、「
こ
れ
も
全
体
の
典
拠
で
は
な
い
」
と
い
う
。

　
『
真
言
付
法
纂
要
抄
』
の
上
の
一
文
は
、
詳
し
く
分
析
す
る
と
、
多
く
の
典
拠
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。
ま
ず
、「
威
光
菩
薩
」
を
「
大
日
の
化
身
」
と
す
る
こ
と
は
、『
金
剛
頂
経
』（T.X

V
III865

i210a18-b9

）

の
一
節
に
基
づ
い
た
も
の
だ
ろ
う
。
杲
宝
に
よ
っ
て
「
安
然
『
真
言
要
密
記
』」
と
し
て
参
照
さ
れ
て
い
る
文
章
は
、

『
阿
娑
縛
抄
』（T

Z
.IX

3190
cxlv

467c3-486a19

）
に
「
摩
利
支
天
要
記
（
安
然
）」
と
い
う
題
の
も
と
に
引
用
さ

れ
て
い
る
文
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
る10
。『
阿
娑
縛
抄
』
に
は
、
他
に
「
摩
利
支
天
秘
法
（
安
然
）」
と
い
う
書
目
が

挙
げ
ら
れ
て
お
り
、『
白
宝
口
抄
』
巻
第
百
五
十
二
に
は
、
安
然
の
著
作
は
「
安
然
真
言
要
密
記
」
と
い
う
題
で
引

か
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
逸
文
で
、
も
と
の
題
名
は
明
確
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
安
然
に
は
「
真
言
要
密

記
」
と
い
う
よ
う
な
総
題
で
各
種
の
修
法
に
つ
い
て
述
べ
た
著
作
が
あ
り
、
そ
の
摩
利
支
天
関
係
の
部
分
が
「
摩
利

支
要
記
」
ま
た
は
「
摩
利
支
天
秘
法
」
と
い
う
よ
う
な
名
前
で
知
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。『
阿
娑
縛
抄
』
に

引
か
れ
た
文
章
は
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
も
の
で
、
そ
れ
自
身
、
多
く
の
典
拠
に
基
づ
い
て
い
る
。
成
尊
が
、
摩
利

支
天
の
名
を
こ
の
文
脈
で
挙
げ
、
そ
れ
を
大
日
の
化
身
に
擬
し
た
こ
と
は
、
安
然
の
こ
の
一
節
に
基
づ
い
て
い
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
摩
利
支
天
が
「
阿
修
羅
の
難
を
除
く
」
と
言
わ
れ
て
い
る
の
も
、
安
然
が
記
述
し
た
長
い
神
話
を
下

敷
き
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
安
然
の
典
拠
を
調
べ
る
と
、
お
そ
ら
く
吉
蔵
の
『
法
華
義
疏
』
や
大
乗
基
の
『
妙
法
蓮

華
經
玄
贊
』
な
ど
に
基
づ
い
て
、
梵
天
王
の
仏
教
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
に
お
け
る
位
置
や
色
界
の
各
階
層
の
天
（
初
禅
天
、

第
二
禅
天
か
ら
第
四
禅
天
ま
で
）
に
相
当
す
る
世
界
の
広
さ
な
ど
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
、
そ
の
後
、
摩
利
支
天
に
か

か
わ
る
神
話
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
安
然
の
引
用
の
仕
方
は
、
多
く
の
場
合
非
常
に
ル
ー
ズ
だ
が
、
こ
の
テ
ク
ス
ト

に
お
け
る
引
用
は
特
に
き
わ
め
て
不
正
確
で
、
明
確
な
出
典
を
定
め
る
の
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
近
い
）。
そ
の
神

話
は
、
阿
修
羅
王
・
毘
摩
質
多
羅
の
娘
、
舎
脂
を
奪
っ
た
帝
釈
天
と
阿
修
羅
の
大
軍
（
日
蝕
、
月
蝕
を
起
こ
す
と
い

う
羅
睺
阿
修
羅
王
を
含
む
）
の
戦
争
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
こ
で
摩
利
支
天
が
羅
睺
に
襲
わ
れ
そ
う
に
な
る
日
天
月
天

を
隠
し
て
帝
釈
を
勝
利
に
導
く
、
と
い
う
物
語
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
神
話
の
直
接
の
典
拠
は
、（
筆
者
が
調

8

「
真
福
寺
善
本
叢
刊
」
第
二
期
第
三
巻
「
中
世
先
徳
著
作
集
」（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
伊
藤
聡
「
解
題
」
五
三
八
ペ
ー
ジ
参
照
。

9

真
言
付
法
纂
要
抄
』
が
「
日
本
国
＝
大
日
の
本
国
」
説
の
初
出
例
で
な
い
と
す
る
と
、
筆
者
が
知
る
か
ぎ
り
、
そ
の
最
古
の
例
は
『
中
臣
祓

訓
解
』
の
「
四
方
之
国
（
大
日
本
洲
也
、
大
日
宮
、
世
界
国
土
也
）」
と
い
う
一
文
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
（「
神
道
大
系
」「
古
典
註
釈
篇
」
八
、
七

ペ
ー
ジ
。
こ
れ
は
、
ほ
ぼ
確
実
に
「
大
日
－
本
国
」
説
を
前
提
と
し
て
い
る
だ
ろ
う
）。『
中
臣
祓
訓
解
』
は
「
建
久
二
年
（
一
一
九
一
）
以
前
」
の

成
立
と
考
え
ら
れ
て
お
り
（
拙
稿
「
第
六
天
魔
王
」
中
、
二
三
ペ
ー
ジ
下
段
〜
二
四
ペ
ー
ジ
上
段
）、
一
〇
六
〇
年
か
ら
十
二
世
紀
末
に
至
る
ま
で

の
約
百
年
間
に
こ
の
説
が
で
き
上
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
道
宝
（
一
二
一
一
〜
一
二
六
八
）『
高
野
物
語
』
巻
第
三
に
は
「
小
　ニ野　
、
中
比
、

明
　ニ匠　
、
成
尊
僧
　ト都　
申
　ノ人　
　レ
ル
作
　
　ノ事　
　ニ中　
、「
　ヲ
ハ
国
　
大
日
本
　ト国　
号
也
。
　ヲ
ハ
主
　
天
　ト照　
　奉
二　
名
　付
一　
。
　ニ誠　
　キ深　
　ア
リ
心
　
」
　ト　
云
テ
侍
、
此
心
ナ
ル
ヘ
シ
」
と
い
う
一
節
が

あ
る
。
阿
部
泰
郎
「『
高
野
物
語
』
の
再
発
見
―――
醍
醐
寺
本
卷
三
の
復
原
」（『
中
世
文
学
』
第
三
三
号
、
一
九
八
八
年
）
一
一
一
ペ
ー
ジ
下
段
。

10

こ
の
点
に
つ
い
て
、
筆
者
は
「
第
六
天
魔
王
と
中
世
日
本
の
創
造
神
話
」
中
で
、「『
阿
娑
縛
抄
』
巻
第
百
四
十
五
「
摩
利
支
天
」
が
引
く
安
然

の
『
摩
利
支
要
記
』
が
、
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
を
注
意
し
て
お
い
た
（
三
八
ペ
ー
ジ
下
段
、
注
17
）。
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べ
た
か
ぎ
り
）
大
正
蔵
の
印
度
撰
述
部
や
支
那
撰
述
部
に
は
見
つ
か
ら
な
い
。
光
音
天
の
子
孫
と
し
て
毘
摩
質
多
羅

が
生
ま
れ
、
そ
の
娘
の
舎
脂
が
帝
釈
天
に
嫁
い
だ
、
し
か
し
、
帝
釈
が
宮
殿
の
池
で
ほ
か
の
「
綵
女
」
と
楽
し
ん
で

い
る
の
を
見
た
舎
脂
が
、
嫉
妬
し
て
そ
の
こ
と
を
父
に
言
い
つ
け
、
そ
こ
か
ら
天
と
ア
ス
ラ
の
大
戦
争
に
な
っ
た
、

帝
釈
が
「
般
若
波
羅
蜜
是
大
明
呪
」
を
唱
え
る
と
、
ア
ス
ラ
は
ず
た
ず
た
に
切
り
裂
か
れ
て
敗
走
し
た
、
と
い
う
物

語
は
、『
仏
説
観
仏
三
昧
海
経
』（T.X

V
643

i646c14-647b11

）
に
（
お
そ
ら
く
ア
ー
ガ
マ
の
伝
統
に
の
っ
と
っ

て
）
長
々
と
語
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
智
顗
の
『
妙
法
蓮
華
經
文
句
』（T.X

X
X

IV
1718

ii.2
25b03-11

）
に
引
か

れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
に
続
い
て
、
羅
睺
が
日
月
を
食
う
と
い
う
話
が
出
て
い
る
こ
と
（25b13-29

）、
な

ど
か
ら
見
て
、
こ
れ
ら
が
重
要
な
典
拠
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
羅
睺
が
天
女
を
見
よ
う
と
す

る
が
、
日
の
光
に
照
さ
れ
て
目
が
見
え
な
く
な
り
手
で
日
の
光
を
遮
ろ
う
と
す
る
、
と
い
う
話
は
、『
正
法
念
處
經
』

（T.X
V

II721
xviii107a10-108a9

）
に
長
々
と
語
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
記
述
、
と
く
に
摩
利
支
天

の
活
躍
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
し
た
典
拠
は
存
在
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
こ
の

神
話
は
、
全
体
と
し
て
は
安
然
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
創
作
し
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
疑
い
が
濃
厚
で
あ
る11
。
つ
ま
り
、
安
然
は
、
こ
こ
で
、
一
種
の
イ
ン
ド
の
宇
宙
神
話
を
創
作
し
て
い
る
、
と

考
え
て
い
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
う
な
ら
ば
、
平
安
時
代
の
日
本
人
に
よ
る
イ
ン
ド
神
話
の
創
作
、
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
「
神
話
創
作
」
の
精
神
が
、
後
の
中
世
神
道
に
継
承
さ

れ
た
、
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

安
然
と
第
六
天
魔
王
神
話

　
安
然
の
こ
の
摩
利
支
天
の
神
話
が
、
直
接
、
中
世
神
道
説
で
用
い
ら
れ
た
形
跡
は
、
今
の
と
こ
ろ
見
つ
け
ら
れ
な

い
。
た
だ
、
中
世
に
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
第
六
天
魔
王
神
話
の
一
つ
の
特
徴
は
（
少
な
く
と
も
『
沙
石
集
』
な
ど
の

ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
に
よ
れ
ば
）「
正
当
な
権
利
を
持
つ
（
ら
し
い
）」
魔
王
が
日
本
の
創
造
主
＝
天
照
太
神
、
ま
た
は
伊

弉
諾
な
ど
に
騙
さ
れ
て
勝
手
に
国
土
を
作
ら
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
り
、
一
方
の
安
然
に
よ
る
帝
釈
天

と
阿
修
羅
王
の
戦
争
の
物
語
も
、
本
来
、
羅
睺
阿
修
羅
王
の
「
妾
」
に
な
る
は
ず
だ
っ
た
毘
摩
質
多
羅
阿
修
羅
王
の

娘
の
舎
脂
が
、
帝
釈
の
「
神
通
」
に
よ
っ
て
横
取
り
さ
れ
、
し
か
も
戦
争
に
な
る
と
、
帝
釈
の
「
般
若
力
」
に
よ
っ

て
打
ち
負
か
さ
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
話
で
あ
っ
て
、「
悪
」（
<
阿
修
羅
王
、
魔
王
）
が
正
当
で
あ
り
、「
善
」（
<

帝
釈
、
天
照
）
が
不
当
で
あ
る
、
と
い
う
ね
じ
れ
た
構
造
を
持
っ
て
い
る
、
と
い
う
点
で
、
共
通
し
た
要
素
が
あ
る

こ
と
は
事
実
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、『
真
言
付
法
纂
要
抄
』
の
「
昔
威
光
菩
薩
（
摩
利
支
天
即
大
日
化
身
也
）
常
居

日
宮
。
除
阿
修
羅
王
難
」
と
い
う
問
題
の
一
文
が
、
第
六
天
魔
王
神
話
の
重
要
な
出
発
点
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と

は
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
考
え
ら
れ
る12
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
第
六
天
魔
王
神
話
は
非
常
に
多
く
の
異
説
が
あ

り
、
ど
れ
一
つ
と
し
て
決
定
的
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
と
言
え
る
よ
う
な
も
の
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
中
の
一
つ
は
（
あ

ま
り
「
古
典
的
」
と
は
言
え
な
い
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
だ
が
）、『
真
言
付
法
纂
要
抄
』
の
文
章
と
非
常
に
近
い
内
容
を

も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
渓
嵐
拾
葉
集
』
に
見
ら
れ
る
「
一
。
神
宮
僧
不
詣
事
　
昔
天
照
太
神
於
日
宮
。
阿
修

羅
王
與
約
諾
故
也
云
云

」
と
い
う
文
章
で
あ
る
（T.L

X
X

V
I2410

iv
511b14-16

）13
。

　
同
じ
第
六
天
魔
王
神
話
の
も
う
一
つ
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
は
、
明
ら
か
に
安
然
の
別
の
著
作
の
影
響
下
に
作
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
鎌
倉
後
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
成
立
し
た
『
麗
気
記
』
の
中
の
『
天
地
麗
気
記
』
の
次

11

資
料
２
参
照
。

12

阿
部
泰
郎
「
魔
王
と
の
契
約
―――
第
六
天
魔
王
神
話
の
文
脈
」（
武
久
堅
先
生
古
稀
記
念
『
中
世
軍
記
の
展
望
台
』
大
阪
、
二
〇
〇
六
年
）
一

〇
九
〜
一
一
〇
ペ
ー
ジ
参
照
。
事
実
、
第
六
天
魔
王
神
話
の
テ
ク
ス
ト
に
は
、
頻
繁
に
「
日
本
国
＝
大
日
の
本
国
」
説
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
。

13

た
だ
し
、
同
じ
『
渓
嵐
拾
葉
集
』
の
他
の
箇
所
で
は
、
よ
り
一
般
的
な
第
六
天
魔
王
神
話
が
語
ら
れ
て
い
る
。「
問
。
太
神
宮
不
入
僧
形
事

何
故
耶
。〔
中
略
〕
又
云
。
天
照
太
神
影
向
時
。
神
請
魔
王
開
我
國
給
不
得
我
佛
法
誓
給
。
故
神
宮
不
入
僧
形
也
云
云

上
爲
魔
王
誓
約
給
故
不
崇
佛

法
。
義
誠
内
證
佛
法
崇
敬
神
明
也
」（T.2410

vi516b24,b28-c3

）。
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の
一
節
で
あ
る14
。

神
宝
日
出
之
時
、
二
神
大
神
予
結
幽
契
、
永
治
天
下
、
言
宣
、
肆
或
為
日
或
為
月
、
永
懸
大
空
不
落
、
照
一

四
天
下
与
無
量
梵
摩
尼
殿
以
降
、
建
正
覚
正
知
、
成
真
如
智
、
建
立
三
界
、
于
時
以
清
陽
者
為
天
、
以
重
濁

者
為
地
、
和
曜
与
一
二
定
後
、
以
天
為
神
以
地
為
仁
、
百
億
万
劫
間
、
九
山
八
海
無
主
時
、
第
六
天
伊
舎
那

魔
化
修
羅
、
毘
遮
那
魔
醯
修
羅
、
鳴
動
忿
怒
無
天
下
魂
、
此
時
遍
照
三
明
月
天
子
下
成
堅
牢
地
神
、
国
平
思

食
事
八
十
万
劫
…
…

こ
こ
に
「
第
六
天
伊
舎
那
魔
化
修
羅
、
毘
遮
那
魔
醯
修
羅
」
と
あ
る
の
は
、
別
の
写
本
で
は
「
第
六
天
伊
舎
那
魔
化

修
羅
（
欲
界
頂
）
毘
遮
邪
魔
醯
修
羅
（
色
界
頂
）」
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
文
章
は
、
安
然
の
『
真
言
宗
教
時

義
』
巻
第
四
に
「
入
大
乘
論
云
。
摩
醯
首
羅
有
二
種
。
一
伊
舍
那
摩
醯
首
羅
。
二
毘
遮
舍
摩
醯
首
羅
。
前
是
第
六
天

魔
也
。
後
是
第
四
禪
天
王
也
」
と
あ
る
（T.L

X
X

V
2396

iv
435b5-7

）
も
の
に
よ
っ
て
い
る
が
、
こ
の
『
入
大
乗

論
』
の
引
用
は
誤
り
で
、
本
来
は
「
…
…
問
曰
。
所
言
摩
醯
首
羅
者
。
爲
同
世
間
摩
醯
更
有
異
耶
。
答
曰
。
是
淨
居

自
在
。
非
世
間
自
在
。
汝
言
摩
醯
首
羅
者
。
名
字
雖
同
。
而
人
非
一
。
有
淨
居
摩
醯
首
羅
。
有
毘
舎
闍
摩
醯
首
羅
。

其
淨
居
者
。
如
是
菩
薩
隣
於
佛
地
猶
如
羅
縠
障
」
と
あ
る
も
の
で
あ
る
（T.X

X
X

II
1634

ii46b4-9

）。
す
な
わ

ち
、『
天
地
麗
気
記
』
で
「
毘
遮
那
」
ま
た
は
「
毘
遮
邪
」
と
あ
る
の
は
、『
入
大
乗
論
』
で
は
「
毘
舎
闍
」
に
当
た

り
、piśāca

の
音
訳
で
、
屍
肉
を
く
ら
う
悪
鬼
を
指
す
語
で
あ
る15
。
ま
た
、
こ
こ
に
「
魔
化
修
羅
」
と
い
う
一
般

の
音
訳
（
摩
醯
首
羅
）
と
は
違
う
表
記
が
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
、　魔
王
」
が
「
阿
、　修
、　羅
」
に
「
、　化
け
た
」
と
い
う
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
が
含
意
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
帝
釈
と
阿
修
羅
の
戦
争
に
つ
い
て
語

る
『
摩
利
支
天
要
記
』
の
神
話
も
、
無
関
係
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う
。

　
『
天
地
麗
気
記
』
で
「
毘
遮
那
」
ま
た
は
「
毘
遮
邪
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
典
拠
と
な
っ
た
安
然
の

引
用
自
体
が
間
違
っ
て
い
る
た
め
で
、『
天
地
麗
気
記
』
の
著
者
も
そ
の
意
味
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
に
違
い
な

い
。
そ
の
『
天
地
麗
気
記
』
を
引
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
『
理
趣
摩
訶
衍
』
の
文
で
は
、
誤
謬
は
さ
ら
に
誤
謬
を

生
み
「
第
六
天
魔
王
伊
舎
那
魔
醯
修
羅
、
、　毘
、　盧
、　遮
、　那
魔
醯
修
羅
」
に
な
っ
て
い
る
（「
弘
法
大
師
全
集
」
第
五
卷
、
二

一
八
ペ
ー
ジ
）。
し
か
し
、
こ
れ
は
た
ん
に
誤
謬
の
反
復
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
こ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
登
場
す

る
神
格
が
、
第
六
天
魔
王
で
も
、
摩
醯
首
羅
で
も
、
阿
修
羅
王
で
も
、
あ
る
い
は
大
梵
天
王
で
も16
、
あ
る
い
は
さ

ら
に
「
大
日
（
＝
毘
盧
遮
那
）
摩
醯
首
羅
」
で
も
か
ま
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の

（
大
日
ま
で
含
ん
だ
）「
天
部
」
が
、
お
も
に
安
然
の
思
弁
に
よ
っ
て
個
性
が
希
薄
化
さ
れ
（
後
述
参
照
）、
相
互
に

同
じ
役
割
を
も
つ
も
の
と
し
て
ほ
と
ん
ど
交
換
可
能
の
存
在
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

安
然
と
「
梵
天
王
思
想
」

　
先
に
、
安
然
の
『
摩
利
支
天
要
記
』
で
「
色
界
の
各
階
層
の
天
に
相
当
す
る
世
界
の
広
さ
」
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
、
と
述
べ
た
が
、
同
様
の
記
述
は
、
安
然
の
他
の
著
作
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
そ
の
こ
と
は
『
摩
利
支
天
要

記
』
が
安
然
の
著
述
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
）。
中
で
も
重
要
な
の
は
、『
真
言
宗

教
時
義
』
で
あ
る
（
そ
の
重
要
な
一
部
は
、
吉
蔵
の
『
法
華
義
疏
』
に
基
づ
い
て
い
る
。
資
料
３
参
照
）。
後
の
中
世

神
道
書
の
著
者
た
ち
に
よ
っ
て
特
に
重
視
さ
れ
た
の
は
、「
娑
婆
世
界
主
」
や
「
三
千
大
千
世
界
主
」
が
誰
で
あ
る

か
、
と
い
う
問
題
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
上
妻
氏
や
伊
藤
氏
の
上
掲
論
文
（
注
7
）
以
来
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ

14

大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
神
仏
習
合
研
究
会
編
著
『
校
註
解
説
現
代
語
訳
麗
気
記
』（
京
都
、
法
藏
館
、
二
〇
〇
一
年
）
四
三
三
ペ
ー
ジ

の
テ
ク
ス
ト
に
よ
る
。

15

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
第
六
天
魔
王
」
上
、
四
九
ペ
ー
ジ
下
段
〜
五
一
ペ
ー
ジ
下
段
、
お
よ
び
六
三
ペ
ー
ジ
上
〜
下
、
で
詳
し
く
論

証
し
た
。

16

『
八
幡
愚
童
訓
』（
乙
本
）、
日
本
思
想
大
系
『
寺
社
縁
起
』、
二
五
六
ペ
ー
ジ
。
拙
稿
「
第
六
天
魔
王
」
上
、
六
二
ペ
ー
ジ
上
〜
下
段
参
照
。
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う
に
、
中
世
神
祇
書
で
、
梵
天
王
（「
尸
棄
大
梵
」
と
「
光
明
大
梵
」）
を
伊
勢
の
外
宮
と
内
宮
に
対
応
さ
せ
た
最
古

の
文
献
は
、（
仁
治
年
間
＝
一
二
四
〇
〜
四
二
年
以
降
、
文
永
年
間
＝
一
二
六
四
〜
七
四
年
以
前
と
い
わ
れ
る
）『
仙

宮
院
秘
文
』
の
次
の
一
節
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る17
。

大
八
州
中
。
神
風
伊
勢
国
、
天
照
座
二
所
乃
皇
太
神
者
、
是
天
地
開
闢
之
元
神
。
故
一
大
三
千
世
界
主
座
也
。

尸
棄
大
梵
天
皇
（
此
云
天
御
中
主
神
。
亦
名
曰
伊
勢
国
天
照
坐
豊
受
皇
太
神
宮
是
也
。）

光
明
大
梵
天
皇
（
此
云
大
日
霊
貴
。
亦
名
号
伊
勢
国
天
照
坐
皇
太
神
宮
是
也
。）

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
こ
の
「
二
所
乃
皇
太
神
」
は
、「
天
地
開
闢
の
元
神
」
で
あ
り
、
、　そ
、　れ
、　ゆ
、　え
、　に
「
一
大
三
千

世
界
の
主
」
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
全
世
界
を
造
っ
た
神
で
あ
る
か
ら
、
当
然
、
全
世
界

の
主
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
平
安
時
代
の
仏
典
で
大
千
世
界
や
三
千
大
千
世
界
、
ま
た
は
娑
婆
世
界
の
王

／
主
と
表
現
さ
れ
る
神
に
つ
い
て
も
っ
と
も
集
中
的
な
記
述
を
行
な
っ
て
い
る
文
献
は
、『
真
言
宗
教
時
義
』
あ
る

い
は
「
摩
利
支
天
要
記
」
で
、
そ
こ
で
は
大
梵
天
、
あ
る
い
は
「
尸
棄
大
梵
」
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て

い
る
。
そ
こ
か
ら
遡
っ
て
、
た
と
え
ば
先
に
言
及
し
た
『
法
華
義
疏
』（
吉
藏
）
や
『
妙
法
蓮
華
經
玄
贊
』（
窺
基
）

な
ど
の
論
述
を
見
つ
け
る
こ
と
も
、
難
し
く
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　
両
部
神
道
や
伊
勢
神
道
の
書
物
で
、
こ
の
種
の
「
梵
天
王
思
想
」
を
表
明
す
る
も
の
は
少
な
く
な
い
が
、
そ
の
中

の
一
つ
は
、
明
ら
か
に
安
然
の
著
作
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
（
梵
天
王
思
想
を
表

明
す
る
文
献
と
し
て
典
型
的
な
も
の
と
は
言
え
な
い
が
）、
世
義
寺
の
治
部
律
師
に
教
え
を
授
け
ら
れ
た
智
円
律
師

の
一
三
二
四
年
の
著
作
『
鼻
帰
書
』
の
一
節
で
あ
る
。『
鼻
帰
書
』
は
、「
天
照
太
神
を
教
内
二
義
、
教
外
八
義
に
分
け

て
説
く
」
も
の
で18
、
そ
の
「
教
内
二
義
」
と
は
（「
真
言
神
道
」
下
、
五
〇
五
ペ
ー
ジ
〔
村
山
修
一
氏
に
よ
る
翻
刻
〕）

初
　於
二　
教
　ニ内
一　
又
　可
レ　
　有
二　
二
　義
一　
。
　ニ

ハ
一　
大
躰
　如
レ　
　明
二　
日
本
記
　ニ等
一　
、
二
　於
二　
釋
迦
大
日
二
　ニ教
一　
　明
レ　
之
。
又
　可
レ　
　有
二　

五
　義
一　
。
　ニ

ハ
一　
　習
二　
兩
部
大
　ト日
一　
、
　ニ

ハ
二　
　習
二　
不
動
愛
　ト染
一　
、
　ニ

ハ
三　
　習
二　
大
梵
　ト天
一　
、
　ニ

ハ
四　
　習
二　
閻
魔
天
　ト王
一　
、
　ニ

ハ
五　
　習
二　
大
師

所
　變
一　
（
已
上
）。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
は
じ
め
の
「
一
義
」
は
だ
い
た
い
「
日
本
記
」
な
ど
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
り
、
次
の
「
第
二
義
」
は
、
天
照
太
神
を
「
両
部
大
日
」、「
不
動
愛
染
」、「
大
梵
天
」、「
閻
魔
天
王
」、「
弘
法

大
師
の
変
身
」
と
「
習
う
」、
い
わ
ば
五
つ
の
「
等
式
」
に
当
た
る
、
と
い
う
。
そ
の
「
二
義
」
の
う
ち
の
第
三
番

目
が
、
天
照
太
神
を
「
大
梵
天
」
と
「
習
う
」、
と
い
う
「
等
式
」
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
（
五
〇
七
ペ
ー
ジ
）、

第
　ニ三　
、
　習
二　
大
梵
　ト王
一　
者
、
日
本
記
〔
紀
〕
等
天
逆
　ヲ鉾　
下
、
　日

本
紀
ニ
　不
レ　
見

魔
王
日
本
乞
　テ給　　
下
給
　ハ云　
、
欲
界
　キ頂　
ニ
テ
ハ
第
六
　ノ天　

魔
　ト王　
也
、
色
界
頂
テ
ハ
此
人
梵
　ト王　
云
、
此
人
我
　ヲ等　
化
　ノ度　
　ニ爲　
、
佛
　ノ教　
　指

歟心　
南
天
　リ

テ
下　
一
人
友
　ヲ思　
ナ
ス
、
此
　ニ念　
コ
タ
ヱ

テ
一
天
子
又
　ル下　
、
是
波
羅
　ト摩　
云
、
此
三
人
梵
　ハ天　
南
　シ

テ
天　
梵
　ヲ字　
　リ作　
、
毘
紐
　ハ天　
胡
　ニ

シ
テ

国
　
胡
文
　ヲ字　
　リ作　
、
ハ
ラ
マ
ハ
漢

　ニ
シ
テ

土
　
海
邊
鳥
　ノ足　
　ヲ迹　
　テ見　
漢
　ヲ字　
　ル作　
、
此
三
人
理
趣
經
三
兄
弟
　ト等　
　ク説　
、
是
經
ニ
異
説
和
合
　ト不
レ　
取
云
云

知
、
…
…

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
き
わ
め
て
意
味
の
取
り
に
く
い
文
章
だ
が
、
こ
れ
が
全
体
と
し
て
安
然
の
『
悉
曇
蔵
』
巻
第

一
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
別
の
拙
論
で
詳
し
く
論
証
し
た
こ
と
が
あ
る19
。
こ
の
一
節
で
問
題
に
な
っ

17

「
真
福
寺
善
本
叢
刊
」
第
一
期
・
第
六
卷
『
両
部
神
道
集
』
三
九
七
ペ
ー
ジ
（
伊
藤
聡
氏
の
翻
刻
）。

18

「
神
道
大
系
」、「
真
言
神
道
」
下
の
村
山
修
一
氏
の
解
題
、
二
六
〜
二
八
ペ
ー
ジ
に
よ
る
（
二
六
ペ
ー
ジ
に
は
「
教
内
三
義
」
と
あ
る
が
、

本
文
に
は
「
二
義
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
取
る
）。

19N
obum

iIyanaga,"T
he

L
ogic

ofC
om

binatory
D

eities:Tw
o

C
ase

Studies,",in
Fabio

R
am

belliand
M

ark
Teeuw

en,ed.,B
uddhas

and
K

am
iin

Japan:
H

onji-suijaku
as

a
C

om
binatory

Paradigm
,L

ondon
and

N
ew

Y
ork,R

outledge
C

urzon,2003,p.
159-173.

資

料
４
も
参
照
。
―――
な
お
、『
悉
曇
蔵
』
巻
第
一
に
は
、
湛
然
の
『
止
觀
輔
行
傳
弘
決
』
を
引
い
て
、「
大
梵
天
王
」
が
「
八
天
子
」
を
生
ん
で
世

6



て
い
る
こ
と
は
、
お
も
に
梵
字
と
「
胡
文
字
」
お
よ
び
漢
字
の
起
源
神
話
だ
が
、
そ
れ
が
「
天
照
太
神
を
梵
天
王
と

習
う
」
こ
と
の
説
明
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
天
照
太
神
を
梵
天
王
、

ひ
い
て
は
伊
勢
の
両
宮
を
梵
天
王
に
結
び
つ
け
る
梵
天
王
思
想
は
、
少
な
く
と
も
『
鼻
帰
書
』
の
こ
の
一
節
に
限
っ

て
は
、
安
然
の
著
作
を
最
大
の
発
想
源
と
し
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

安
然
と
「
伊
舎
那
＝
伊
弉
諾
」
説

　
最
後
に
、
伊
弉
諾
、
伊
弉
冉
を
仏
教
の
伊
舎
那
天
、
伊
舎
那
天
后
に
結
び
つ
け
る
説
は
、
両
部
神
道
や
伊
勢
神
道
に

属
す
る
多
く
の
文
献
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
出
発
点
と
な
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
安
然
の
『
教
時
義
』
の

一
節
だ
っ
た
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。『
教
時
義
』
巻
第
四
に
は
、
大
正
蔵
の
三
ペ
ー
ジ
以
上
に
わ
た
っ
て
、
「
降

魔
」
の
問
題
に
つ
い
て
詳
細
き
わ
ま
り
な
い
議
論
を
展
開
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
（T.L

X
X

V
2396

iv
432c12-

436a1

20
）。
そ
の
中
の
一
節
で
、
安
然
は
、『
金
剛
頂
経
』
や
『
大
日
経
疏
』
に
説
か
れ
た
大
自
在
天
降
伏
の
神
話
で

は
、
大
自
在
天
が
不
動
明
王
や
降
三
世
明
王
に
よ
っ
て
最
後
に
降
伏
さ
れ
る
時
に
、「
天
后
」
と
共
に
踏
み
敷
か
れ

た
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、「
三
界
天
主
」
と
い
う
の
は
、
色
界
の
頂
上
に
位
置
す
る
は
ず
で
、
色
界
で
は
「
夫
婦

の
不
浄
」
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
か
、
だ
か
ら
、
こ
こ
で
降
伏
さ
れ
た
の
は
、
欲
界
の
頂
上
で
あ
る
第

六
天
の
魔
王
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
長
い
問
を
出
し
て
い
る
（T.2396

iv
434a18-b4

）。
さ
ら
に
、
そ
こ
か

ら
約
一
ペ
ー
ジ
ほ
ど
後
で
、「
…
…
今
眞
言
宗
云
。
伊
舍
那
天
忿
怒
之
身
名
魯
駄
羅
。
亦
名
摩
醯
首
羅
。
是
第
六
天

宮
魔
王
也
」
と
述
べ
て
い
る
個
所
が
あ
る
（435b3-4

）。
こ
の
両
方
を
つ
な
げ
る
と
、「
第
六
天
宮
の
魔
王
は
、
伊

舎
那
で
あ
り
、
そ
の
伊
舎
那
は
「
夫
婦
の
不
浄
」
の
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
る
」
と
い
う
観
念
が
見
え
て
く
る
。
一

方
、
伊
舎
那
天
を
伊
弉
諾
に
結
び
つ
け
た
初
出
例
（
あ
る
い
は
最
古
の
例
の
一
つ
）
は
『
高
野
物
語
』
の
第
六
天
魔

王
神
話
に
つ
い
て
語
る
次
の
一
節
で
あ
る
と
思
わ
れ
る21
。

　
又
、
或
相
　ニ傳　
云
ヘ
ル
事
ア
リ
。
吾
國
　タ未　
ナ
ラ
サ
リ
シ
時
、
第
六
　ノ天　
魔
王
、
ミ
ソ
ナ
ハ
シ
　フ給　
。
此
　ニ嶋　
必
、
仏

法
　ル

ヘ
シ

弘
　
。
シ
カ
ラ
ハ
、
我
サ
カ
ヒ
ヲ
　テ出　
、
無
　ノ爲　
　ニ土　
イ
タ
ラ
ン
モ
ノ
、
此
　ニ國　
多
カ
ル
ヘ
シ
、
ト
嘆
　ニ給　
、
大
日
如

來
、
魔
　ノ王　
　ヲ心　
　リ知　
　テ給　
、
若
、
魔
王
、
　ヲ是　
　テ知　
　ヲ妨　
ナ
シ
　ナ

ラ
ハ

給
　
、
仏
法
　リ弘　
　カ

ル
ヘ
シ

難
　
、
　ト
テ　
、
　シ案　
　シ廻　
　テ給　
、
　シ

テ
化　
魔
　ノ王　
御
　ニ子　
　テ成　
、

吾
　ノ國　
　ト主　
　テ成　
、
魔
　ニ王　
申
　ヤ

ウ
給　
。
天
尊
、
嘆
給
事
ナ
カ
レ
。
　レ吾　
、
此
　ノ國　
　ト主　
成
、
子
孫
ヲ
シ
テ
未
　ノ來　
國
王
タ
ラ
シ
メ

テ
、
　ニ

ハ
國　
仏
　ヲ法　
イ
ミ
テ
、
　ヲ是　
　メ

ン
崇　
　ニ

ハ
人　
　ヰ

ヲ
禍　
　ヘ与　
、
仏
法
　マ

ラ
サ
ル
ヘ
シ

弘

　
、
　ト
ノ　
　ニ給　
、
魔
王
、
心
ユ
キ
テ
、
　ヲ國　
　テ預　
　ニ天　
　リ帰　
登
　ヌ給　
。

其
後
、
大
日
如
來
、
内
　ノ證　
仏
菩
薩
・
眷
属
タ
チ
　ヲ　
　ノ國　
　ニ中　
　テ集　
並
　ヘ

ル
ヲ

給
　
、
ア
マ
ツ
社
・
　ツ國　
社
、
三
千
七
百
余
　ト所　
申
、

是
也
。
神
代
ノ
間
ニ
モ
、
前
仏
、
ツ
ネ
ニ
來
　シ化　
給
。〔
中
略
〕
人
　ノ王　
　ト代　
　テ成　
、
崇
神
天
　ノ王　
御
時
、
　ニ殊　
神
　ヲ明　
ア
カ
メ

奉
□
欽
明
天
　ノ王　
御
　ニ宇　
、
仏
法
　テ初　
ワ
タ
リ
シ
ニ
、
ナ
ヘ
〔
テ
ノ
〕
神
祇
冥
衆
　ヲ力　
エ
テ
、
擁
　ヲ護　
ナ
シ
　フ給　
。
　ニ故　
、
仏

法
、
　ト

シ
テ

時
　
ス
タ
ル
ヽ
事
ナ
シ
。
王
臣
篤
　ニ

シ
テ

信
　
民
庶
邪
　ナ

シ
見　
。
　ト

モ
然　
、
大
神
　ヲ宮　
奉
　始
一　
、
　ト

ノ
旨　
神
　

（
マ
マ
）

道　
　ハ　
、
　ニ殊　
仏
　ヲ法　
イ

ミ
テ
僧
　ヲ尼　
キ
ラ
ヒ
給
　ハ事　
、
魔
王
　ニ心　
　テ恐　
、
外
　ヲ聞　
ツ
ヽ
シ
ミ
給
　ナ

ル
ヘ
シ

心
　
。

　
源
、
大
　ノ日　
　ヲ化　
　レ垂　
　ケ

ル
給　
　ニ故　
、
　ヲ國　
大
日
本
　ト國　
云
、
　ヲ

ハ
主　
天
照
太
　ト神　
申
也
。
天
　ト照　
云
御
　ハ名　
、
大
日
　〔
ト
〕
　
　シ同　
心
ナ
ル
ヘ

シ
。
大
　ト神　
　モ申　
、
大
　ノ覚　
義
　〔
ニ
〕
　
タ
カ
ハ
ス
。
此
　ヲ事　
聞
　テ給　
、
天
照
大
　ノ神　
御
　ヲ名　
　ヘ

ハ
思　
、
イ
サ
ナ
キ
・
イ
サ
ナ
ミ
　ノ　
　ミ

コ
ト
ト

尊
　

　ハ申　
、
伊
舍
那
君
天
・
伊
舍
那
　ト后　
申
、
同
　ニ

ヤ
事　
。
伊
舍
　ト那　
　ハ申　
、
第
六
天
魔
　ノ王　
御
名
也
。
此
事
、
　テ叶　
侍
、
　ニ

テ
誠　
　ケ

リ
ト

侍
　
、

イ
ト
　ク忝　
　カ

ナ
侍　
、
吾
　ノ國　
　ノ昔　
　ト詞　
、
魔
　ノ王　
梵
　ト號　
、
　ツ

ナ
ル

一
　
事
、
不
思
　ニ議　
コ
ソ
侍
レ
。

界
を
創
造
し
た
、
と
す
る
神
話
に
言
及
す
る
箇
所
が
あ
る
（T.L

X
X

X
IV

2702
i371a12-14;

引
用
さ
れ
て
い
る
『
弘
決
』
の
箇
所
はT.X

LV
I

1912
x.1

434a26-b11

）。
ま
た
、
同
じ
『
悉
曇
蔵
』
巻
第
一
は
、
善
珠
の
『
因
明
論
疏
明
燈
鈔
』
を
二
箇
所
で
引
用
し
て
い
る
が
（T.2702

i
370a13;371b03

）、
こ
の
書
物
は
、『
大
和
葛
城
宝
山
記
』
に
引
か
れ
た
『
大
智
度
論
』
の
該
当
箇
所
を
直
接
引
用
し
て
い
る
こ
と
で
、
重
要
で

あ
る
（T.L

X
V

III2270
i217a1829

）。

20

資
料
５
参
照
。

21

阿
部
泰
郎
「『
高
野
物
語
』
の
再
発
見
」
一
一
〇
ペ
ー
ジ
上
〜
下
段
の
翻
刻
に
よ
る
。
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こ
こ
で
は
、
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
は
第
六
天
魔
王
神
話
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
、
第
六
天
魔
王
＝
伊
舎
那
天
と
し
て
現
わ

れ
て
い
る
。
同
様
に
、
伊
藤
聡
氏
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
た
多
和
文
庫
蔵
『
御
遺
告
随
筆
（
慧
光
記
）』（
伊
藤
氏
に
よ

れ
ば
、
内
容
的
に
見
て
中
世
以
前
成
立
の
テ
ク
ス
ト
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
）
に
見
え
る
第
六
天
魔
王
神
話
で
も

「
此
ノ
日
本
国
ハ
大
日
ノ
本
国
ニ
シ
テ
、
而
天
照
太
神
者
、
大
日
如
来
也
。
天
照
大
ノ
神
ノ
父
母
ヲ
ハ
、
イ
サ
ナ
ギ
・

イ
サ
ナ
ミ
ノ
尊
ト
申
ス
。
此
即
伊
舎
那
天
・
伊
舎
那
后
ト
習
也
。
即
第
六
天
ノ
魔
王
也
…
…
」22
と
あ
り
、
ま
た
一

二
八
六
〜
八
七
年
ご
ろ
の
通
海
（
一
二
三
四
〜
一
三
〇
五
年
）
著
『
大
神
宮
参
詣
記
』
に
引
用
さ
れ
た
第
六
天
魔
王

神
話
で
も
「
或
人
ノ
申
シ
侍
シ
ハ
。
第
六
天
ノ
魔
王
ト
ハ
伊
舍
那
天
ノ
事
也
。
伊
舍
那
ト
申
ハ
、
即
伊
佐
奈
岐
尊

ノ
御
事
也
。
其
讀
同
キ
也
。
不
可
疑
ト
申
侍
リ
キ
」
と
い
う
伊
勢
の
神
官
の
こ
と
ば
が
記
さ
れ
て
い
て23
、「
第
六
天

魔
王
＝
伊
舎
那
天
＝
伊
弉
諾
」
と
い
う
説
が
相
当
に
普
及
し
て
い
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
―――
日
本
神
話
の
中
で
、

伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
の
二
神
は
、
他
の
ど
の
神
々
よ
り
も
明
確
な
性
的
な
神
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
ま
さ
に

「
夫
婦
神
」
の
典
型
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る24
。
こ
の
こ
と
と
、『
教
時
義
』
で
強
調
さ
れ
る
欲
界
で
の
「
夫
婦
の

不
浄
」
が
結
び
つ
け
ら
れ
、
そ
れ
が
仏
教
的
性
（
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
）
忌
避
の
態
度
か
ら
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
価
値

を
与
え
ら
れ
て
「
魔
」
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
結
果
、「
第
六
天
魔
王
＝
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
＝
伊
舍
那
君
天
・
伊
舍
那

后
」
と
い
う
等
式
が
生
み
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

安
然
の
天
部
思
想
と
初
期
中
世
神
道

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
個
々
の
対
応
以
上
に
、
安
然
の
『
教
時
義
』
や
『
菩
提
心
義
略
問
答
抄
』、
あ
る
い
は
『
悉
曇

蔵
』
巻
第
一
が
重
要
な
の
は
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
主
要
な
天
部
、
と
く
に
摩
醯
首
羅
、
梵
天
、
那
羅
延
天
な
ど
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
の
至
上
神
と
さ
れ
る
よ
う
な
天
部
に
つ
い
て
の
全
体
的
な
考
え
方
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
多
く
の
神
話
が

引
用
さ
れ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
天
部
の
関
係
が
、
き
わ
め
て
融
合
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
、『
教

時
義
』
や
『
菩
提
心
義
問
答
抄
』
で
は
、『
大
日
経
義
釈
』
や
『
大
日
経
疏
』、『
理
趣
釈
』
な
ど
に
従
っ
て
、
大
日
如

来
が
色
界
の
頂
上
で
成
道
し
た
後
、
天
の
そ
れ
ぞ
れ
の
階
層
で
天
部
を
降
伏
し
た
、
と
い
う
教
説
に
つ
い
て
論
じ
、

す
べ
て
の
階
層
の
主
が
仏
に
よ
る
降
魔
の
対
象
に
な
る
が
、
そ
れ
ら
は
最
終
的
に
は
、「
魔
界
如
也
。
佛
界
如
也
。

一
如
無
二
如
者
。
是
自
性
土
中
眞
如
降
魔
也
」（T.L

X
X

V
2396

iv
434b23-25;T.2397

v
547c26

）
と
い
う
原

理
に
基
づ
い
て
、
仏
自
身
と
違
わ
な
い
、
と
い
う
結
論
が
示
さ
れ
る
。
―――
こ
の
一
節
は
、
中
世
以
降
の
日
本
に
お

け
る
「
魔
」
の
問
題
、
換
言
す
れ
ば
、
超
自
然
的
な
悪
や
反
社
会
性
／
反
権
力
の
問
題
全
体
に
つ
い
て
、
非
常
に
基

本
的
な
枠
組
み
を
与
え
た
も
の
と
い
え
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
荒
ぶ
る
神
の
問
題
、
た
と
え
ば
御
霊
信
仰
や

荒
神
信
仰
、
芸
能
の
起
源
の
問
題
な
ど
は
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
に
示
さ
れ
た
概
念
設
定
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
考
え
方
は
い
わ
ゆ
る
本
覚
思
想
の
基
本
的
な
観
念
に
基
づ
く
も
の
で
、
安
然
だ
け
が
重
要
と
は
い
え
な
い
だ
ろ

う
が
、
古
代
日
本
で
降
魔
の
問
題
に
つ
い
て
こ
れ
ほ
ど
集
中
的
に
論
じ
、
こ
れ
ほ
ど
印
象
深
い
こ
と
ば
で
一
つ
の
結

論
を
示
し
た
論
者
は
、
他
に
は
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
安
然
が
天
台
の
伝
統
に
属
し
て
い
た

か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
だ
ろ
う
（「
魔
界
如
、
仏
界
如
、
一
如
無
二
如
」
は
、
天
台
の
特
徴
的
な
教
説
と
言
え
る
）25
。

　
そ
れ
と
同
時
に
、
初
期
中
世
神
道
に
お
け
る
天
部
の
思
想
に
関
連
し
て
さ
ら
に
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
の

22

伊
藤
聡
稿
「
第
六
天
魔
王
説
の
成
立
―――
特
に
『
中
臣
祓
訓
解
』
の
所
説
を
中
心
と
し
て
」、『
日
本
文
学
』、
一
九
九
五
年
七
月
号
（
四
六

の
七
）
七
五
ペ
ー
ジ
上
段
。

23

拙
稿
「
第
六
天
魔
王
」
上
、
五
四
ペ
ー
ジ
上
段
。
―――
ま
た
真
福
寺
本
『
天
地
霊
覚
秘
書
』（
一
二
八
六
年
）
に
も
「
伊
弉
諾
尊
」
の
傍
注

に
「
伊
舎
那
天
」
と
あ
り
、
そ
の
裏
書
に
「
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
尊
』
の
傍
注
に
「
第
六
天
魔
王
」
と
あ
る
（
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
第
六
天
魔
王
神

話
自
体
は
語
ら
れ
て
い
な
い
）。『
両
部
神
道
集
』
三
八
八
ペ
ー
ジ
、
四
〇
九
ペ
ー
ジ
（
伊
藤
聡
氏
の
翻
刻
）。

24

西
郷
信
綱
著
『
古
事
記
注
釈
』（
第
一
巻
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
、
一
二
八
〜
一
二
九
ペ
ー
ジ
）
は
、
イ
ザ
ナ
ミ
、
イ
ザ
ナ
ギ

の
「
イ
ザ
」
は
「「
サ
ア
サ
ア
」
と
心
の
す
す
む
折
の
発
語
」
だ
が
、
こ
こ
で
は
特
に
「
男
女
の
交
わ
り
へ
と
イ
ザ
な
う
こ
と
を
主
に
し
て
い
る
」

と
書
い
て
い
る
。

25

「
魔
界
如
、
仏
界
如
、
一
如
無
二
如
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
第
六
天
魔
王
」
上
、
五
一
ペ
ー
ジ
下
〜
五
二
ペ
ー
ジ
上
段
、
お
よ
び
下
、
二

七
ペ
ー
ジ
下
〜
二
八
ペ
ー
ジ
下
段
も
参
照
。
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は
、
安
然
の
こ
う
し
た
思
弁
が
、
そ
も
そ
も
実
体
性
が
希
薄
な
仏
教
の
諸
天
、
す
な
わ
ち
天
魔
や
摩
醯
首
羅
天
、
あ

る
い
は
梵
天
、
那
羅
延
天
な
ど
が
、
き
わ
め
て
観
念
的
で
か
つ
高
度
に
「
融
合
」
的
な
密
教
の
宇
宙
観
の
中
で
、
仏

教
の
「
忿
怒
尊
に
降
伏
さ
れ
る
も
の
」
と
い
う
同
一
の
範
疇
に
組
み
込
ま
れ
、
互
い
に
溶
け
合
う
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
を
ま
す
ま
す
希
薄
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
同
じ
摩
醯
首
羅
天
が
、
一

方
で
は
『
大
日
経
』
が
説
か
れ
る
と
い
う
宇
宙
最
高
の
場
所
「
摩
醯
首
羅
大
自
在
天
宮
」26
に
在
る
と
も
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
、
ま
た
、
仏
敵
・
魔
王
自
体
が
、「
究
極
的
真
理
」
に
お
い
て
は
「
魔
界
如
・
佛
界
如
」
と
し
て
仏
と
も
等
し

い
と
さ
れ
る
に
及
ん
で
は
、
魔
王
、
摩
醯
首
羅
な
ど
の
「
降
伏
さ
れ
る
も
の
」、「
難
化
の
衆
生
」
＝
「
悪
の
存
在
」

と
い
う
倫
理
的
特
性
さ
え
薄
ら
ぎ
、
密
教
的
宇
宙
の
煌
め
く
諸
力
の
一
形
態
と
い
う
、
き
わ
め
て
抽
象
的
か
つ
ア

ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
イ
メ
ー
ジ
だ
け
が
残
っ
た
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る27
。
第
六
天
魔
王
神
話
に
お
け
る
第
六

天
魔
王
自
身
の
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
性
格
（
だ
か
ら
こ
そ
、
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
が
魔
王
に
擬
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る
）
も
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
理
解
で
き
る
し
、
ま
た
こ
の
神
話
の
各
種
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
で
、
魔
王
の
役
割
が
さ

ま
ざ
ま
な
神
格
、
梵
天
や
摩
醯
首
羅
天
、
あ
る
い
は
阿
修
羅
王
な
ど
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
こ
と
も
理
解
で
き
る
。
さ

ら
に
、『
渓
嵐
拾
葉
集
』
巻
第
六
で
「
問
。
　以
二　
神
　明
一　
大
　ト日　
習
方
如
何
」
と
い
う
設
問
へ
の
答
の
中
で
、

加
之
我
　ハ國　
神
國
也
。
　尋
二　
其
元
　ヲ神
一　
天
照
太
神
也
。
此
則
大
自
在
天
也
。
　ノ今　
眞
言
教
　モ主　
色
究
竟
　ノ天　
成
道
大
自
在

天
是
也
。
故
　以
二　
神
　明
一　
習
二
大
　ト日
一　
也
。
方
方
其
謂
　有
レ　
之
。
口
傳
云
云

と
説
き
（T.L

X
X

V
I2410

vi516a12,17-21

）、
あ
る
い
は
「
問
。
　以
二　
天
照
太
　ヲ神
一　
我
　ノ國　
祖
　ト神　
習
方
如
何
」
と
い

う
問
い
に
た
い
し
て
、

…
…
　レ加　
之
大
自
在
　ハ天　
三
界
所
　ノ有　
衆
　ヲ生　
　ク悉　
是
我
子
　ト也　
　テ思　
、
　シ

テ
成
二　
生
者
養
者
　ヲ見
一　
、
　立
二　
慈
　悲
一　
給
也
。
　ノ今　
天
照
太
神

又
大
自
在
　ナ

レ
ハ

天
　
也
。
深
　可
三　
　思
二　
合
　之
一　
云
云

と
答
え
る
（T.L

X
X

V
I2410

vi521b2,b14-17

）
の
も
（
こ
こ
で
は
「
天
照
太
神
＝
大
自
在
天
＝
大
日
如
来
」
と

い
う
等
式
が
成
り
立
っ
て
い
る
）、
こ
の
よ
う
な
天
部
の
捉
え
方
を
考
慮
す
れ
ば
、
自
然
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
だ

ろ
う
。

　
初
期
中
世
神
道
の
多
く
の
文
献
で
見
ら
れ
る
「
伊
勢
の
内
宮
・
外
宮
を
尸
棄
大
梵
天
王
／
光
明
大
梵
天
王
」
に
擬

し
、
あ
る
い
は
「
伊
弉
諾
・
伊
弉
冉
を
伊
舎
那
天
」
に
擬
す
る
教
説
も
、
基
本
的
に
は
こ
の
よ
う
な
密
教
的
・
本
覚

思
想
的
な
天
部
に
つ
い
て
の
観
念
に
基
づ
い
た
も
の
を
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

平
田
篤
胤
『
印
度
蔵
志
』
と
初
期
中
世
神
道

　
先
に
、
安
然
の
『
摩
利
支
天
要
記
』
に
言
及
し
た
が
、
そ
の
中
に
「
三
千
界
主
最
初
娑
婆
世
界
主
大
梵
天
王
者
。

是
第
四
禅
定
主
也
。
所
謂
摩
醯
首
羅
大
梵
。
是
則
一
切
衆
生
父
也
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
（
資
料
６
参
照
）。
梵
天

を
「
一
切
衆
生
の
父
」
と
す
る
観
念
は
『
長
阿
含
経
』（T.I1

xxii145a11-14

）
を
は
じ
め
と
し
て
、
円
暉
の
『
俱

舍
論
頌
疏
論
本
』（T.X

L
I1823

xxx
842c23

）
や
『
経
律
異
相
』（T.L

III2121
i3a24

）
な
ど
に
も
見
え
る
も

の
だ
が
、
そ
の
梵
王
を
「
摩
醯
首
羅
大
梵
」
と
表
現
す
る
記
述
は
、
き
わ
め
て
異
様
な
も
の
で
、
大
正
蔵
の
中
に
お

そ
ら
く
他
に
例
が
な
い
（
少
な
く
と
も
、
一
巻
か
ら
八
十
五
巻
ま
で
を
検
索
し
て
も
、
こ
う
し
た
用
例
は
見
つ
か
ら

26
『
大
日
経
疏
』
に
よ
れ
ば
、『
大
日
経
』
は
十
地
菩
薩
の
住
処
で
あ
る
「
摩
醯
首
羅
天
宮
」
で
説
か
れ
た
と
い
う
。
直
接
参
照
さ
れ
て
い
る
の

は
、『
大
日
経
疏
』
の
次
の
一
節
。T.X

X
X

IX
1796

i580a29-b6

「
所
謂
摩
醯
首
羅
天
宮
。
釈
論
云
。
第
四
禅
五
種
那
含
住
處
。
名
淨
居
天
。

過
是
以
往
、
有
十
住
菩
薩
住
處
。
亦
名
淨
居
。
號
大
自
在
天
是
也
。
今
此
宗
明
義
、
以
自
在
加
持
神
心
所
宅
故
、
名
曰
自
在
天
王
宮
也
。
謂
隨
如

来
有
應
之
處
。
無
非
此
宮
。
不
獨
在
三
界
之
表
。
一
切
持
金
剛
者
、
悉
皆
集
會
」。
こ
こ
で
「
釈
論
」
と
し
て
参
照
さ
れ
て
い
る
の
は
、『
大
智
度

論
』T.X

X
V

1509
ix

122c12-16.

『
大
日
経
疏
』
の
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
拙
稿"D

aijizaiten

大
自
在
天",H

ōbōgirin

法
宝
義
林,V

I,
Paris-Tokyo,1983,p.746b

も
参
照
。

27

こ
の
一
節
は
、
拙
稿
「
第
六
天
魔
王
」
中
、
二
七
ペ
ー
ジ
上
〜
下
段
に
よ
る
。
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な
い
）。
安
然
が
こ
の
よ
う
な
表
現
に
違
和
感
を
も
た
な
か
っ
た
の
は
、
今
も
述
べ
た
よ
う
に
、
安
然
に
と
っ
て
天

部
が
き
わ
め
て
融
合
的
に
捉
え
ら
れ
て
お
り
、「
一
切
衆
生
の
父
」
と
言
え
る
よ
う
な
神
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
名
前

は
「
大
梵
天
」
で
あ
っ
て
も
「
摩
醯
首
羅
／
大
自
在
天
」
で
あ
っ
て
も
か
ま
わ
な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
（
こ
う
し
た

こ
と
は
、
ブ
ラ
フ
マ
ー
や
シ
ヴ
ァ
な
ど
が
い
く
ら
か
で
も
具
体
的
な
神
格
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
イ
ン
ド
で
は
、

ま
っ
た
く
あ
り
え
な
い
こ
と
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
）。
―――
と
こ
ろ
が
、
奇
妙
な
こ
と
に
、
こ
れ
と
非
常
に
近
い
「
大

梵
自
在
天
」
と
い
う
表
現
が
、
江
戸
時
代
の
国
学
者
、
平
田
篤
胤
（
一
七
七
六
〜
一
八
四
三
年
）
の
『
印
度
蔵
志
』

に
散
見
さ
れ
る
。
以
下
で
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
え
、『
印
度
蔵
志
』
に
見
ら

れ
る
仏
典
や
イ
ン
ド
神
話
に
つ
い
て
の
言
説
を
軸
に
し
て
、
初
期
中
世
神
道
の
世
界
に
お
け
る
天
部
の
思
想
を
「
逆

照
射
」
す
る
こ
と
を
試
み
た
い28
。

　
平
田
篤
胤
の
仏
教
関
係
の
著
作
に
は
、『
仏
道
大
意
』（
別
名
『
出
定
笑
語
』）
三
巻
と
題
す
る
講
説
の
記
録
（
文
化

八
年
〔
一
八
一
一
〕
＝
篤
胤
三
十
六
歳
成
立
）、
後
に
そ
れ
に
附
録
と
し
て
付
さ
れ
た
『
神
敵
二
宗
論
』
二
巻
（
日
蓮

宗
お
よ
び
真
宗
の
批
判
、
文
化
八
〜
十
年
成
立
）、『
出
定
笑
語
原
本
』
と
称
す
る
『
出
定
笑
語
』
の
稿
本
一
巻
（
享

和
三
〔
一
八
〇
三
〕
年
頃
か
ら
文
化
八
年
の
間
の
仏
教
研
究
の
ノ
ー
ト
）、『
悟
道
辨
』
二
巻
（
下
巻
の
別
名
『
尻
口

物
語
』。
お
も
に
禅
宗
を
攻
撃
す
る
。
文
化
八
〜
十
年
成
立
）、
さ
ら
に
『
密
法
修
事
部
類
稿
』
四
巻
（
密
教
儀
軌
か

ら
の
抜
き
書
き
。
文
政
五
年
〔
一
八
二
二
〕
＝
篤
胤
四
十
六
歳
頃
成
立
）、
そ
し
て
も
っ
と
も
長
く
、
内
容
も
濃
い

『
印
度
蔵
志
』
十
一
巻
（
未
完
）、
そ
の
『
印
度
蔵
志
』
の
未
完
部
分
の
稿
本
に
当
た
る
『
印
度
蔵
志
稿
』
四
巻
な
ど

が
あ
る
。
ま
た
、
全
集
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
西
田
長
男
氏
が
所
有
し
て
お
ら
れ
た
自
筆
の
写
本
で
、『
大

毘
婆
沙
論
抜
萃
』
と
題
さ
れ
た
二
巻
本
が
あ
る
。『
印
度
蔵
志
』
は
お
そ
ら
く
一
八
二
〇
年
（
篤
胤
四
十
五
歳
）
こ

ろ
か
ら
始
め
ら
れ
て
、
一
八
二
六
年
（
五
十
一
歳
）
こ
ろ
ま
で
集
中
的
に
書
き
続
け
、
結
局
一
八
四
三
年
の
死
に
至

る
ま
で
書
き
終
え
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
篤
胤
の
仏
教
関
係
の
著
作
の
中
で
は
最
後
の
も
の
で

あ
り
、
お
そ
ら
く
も
っ
と
も
脂
の
の
っ
た
時
期
に
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
篤
胤
の
仏
教
学
は
、
お
も
に
富
永
仲
基
（
一
七
一
五
〜
四
六
年
）
の
著
作
『
出
定
後
語
』（
一
七
四
五
年
）
に
触

発
さ
れ
、『
八
宗
綱
要
』
や
『
元
亨
釈
書
』
を
基
本
と
し
た
上
に
、
い
っ
さ
い
の
伝
統
的
な
宗
派
の
教
学
と
無
関
係

に
徹
底
的
に
漢
文
の
大
藏
経
を
読
み
込
ん
だ
学
問
で
、
明
治
以
前
の
俗
人
に
よ
る
仏
教
研
究
と
し
て
は
、
分
量
的
に

も
内
容
的
に
も
最
高
・
最
大
の
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
大
き
な
特
徴
は
（
同
時
に
短
所
で
も
あ
る
が
）、

日
本
の
教
学
の
伝
統
を
ほ
と
ん
ど
ま
っ
た
く
無
視
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
当
時
の
書
物
の
流
通
の

仕
方
に
も
関
係
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
大
藏
経
は
十
七
世
紀
後
半
に
明
の
万
暦
版
大
蔵
経
を
も
と
に

し
た
黄
檗
版
が
出
さ
れ
て
、
比
較
的
容
易
に
誰
で
も
が
参
看
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
日
本
の
各
宗
派
の
文
献
は
、

特
に
探
さ
な
け
れ
ば
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
し
て
、
篤
胤
は
日
本
の
教
学
に
ほ
と
ん
ど
興
味
を
も
た

な
か
っ
た
の
で
、
特
別
に
探
そ
う
と
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
最
初
の
仏
教
関
係
の
著
作
『
仏
道
大
意
』
と
『
印
度
蔵
志
』
を
比
べ
る
と
、
大
き
な
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。

『
仏
道
大
意
』
で
は
、
篤
胤
は
仏
教
を
批
判
す
る
こ
と
が
主
な
目
的
で
、
そ
れ
以
外
の
叙
述
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
に

対
し
、『
印
度
蔵
志
』
に
な
る
と
、
仏
教
文
献
を
用
い
て
自
説
の
正
し
さ
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
前
面
に
出

て
く
る
。
そ
の
「
自
説
」
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
彼
自
身
が
再
構
成
し
た
日
本
の
神
話
が
「
世
界
の
真
理
」
で

あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
世
界
の
真
理
」
で
あ
る
た
め
に
は
、
日
本
の
神
話
と
本
質
的
に
同
じ
神
話

が
全
世
界
で
真
理
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
の
た
め
に
、
彼
は

仏
教
文
献
を
用
い
て
そ
の
中
か
ら
イ
ン
ド
の
神
話
を
抽
出
し
、
そ
れ
を
日
本
の
神
話
と
比
較
す
る
、
と
い
う
離
れ
業

に
挑
戦
す
る
。

28

以
下
の
論
述
は
、
未
発
表
の
論
文
「
唯
一
の
神
と
一
つ
の
世
界
―――
近
代
初
期
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
比
較
神
話
学
の
は
じ
ま
り
」
に

基
づ
い
て
い
る
。
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仏
教
独
自
の
主
張
は
、
篤
胤
に
と
っ
て
は
無
意
味
な
も
の
で
し
か
な
い
。
篤
胤
に
よ
れ
ば
、
仏
教
と
は
、
釈
尊
や

そ
の
後
の
仏
教
徒
が
古
代
イ
ン
ド
の
思
想
を
ゆ
が
め
、
剽
窃
・
改
竄
し
て
作
り
上
げ
た
創
始
宗
教
で
あ
り
、
そ
れ
自

体
と
し
て
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
対
象
で
し
か
な
い
が
、
仏
典
に
は
釈
尊
な
ど
が
改
竄
し
た
前
の
イ
ン
ド
の
思
想
が
痕

跡
と
し
て
残
っ
て
お
り
、
仏
教
的
要
素
を
排
除
す
れ
ば
そ
れ
を
抽
出
で
き
る
、
と
考
え
る
。

　
『
印
度
蔵
志
』
は
、
厖
大
な
仏
教
文
献
の
引
用
集
、
と
い
う
性
格
が
あ
る
。「
婆
羅
門
の
古
説
」（
＝
古
代
イ
ン
ド

の
思
想
、
神
話
）
を
重
視
す
る
た
め
に
、
阿
含
経
典
な
ど
の
古
い
典
籍
が
多
く
引
か
れ
る
が
、
同
時
に
玄
奘
や
義
浄

の
西
域
紀
行
な
ど
に
見
ら
れ
る
具
体
的
・
歴
史
的
な
情
報
も
重
視
さ
れ
て
い
る
（
阿
含
が
古
く
大
乗
経
典
は
新
し

い
、
と
い
う
よ
う
な
歴
史
的
な
分
類
に
つ
い
て
は
、
富
永
仲
基
の
『
出
定
後
語
』
に
全
面
的
に
依
拠
し
て
い
る
）。
ま

た
、
各
種
の
音
義
、『
翻
訳
名
義
集
』、『
大
蔵
法
数
』、『
三
蔵
法
数
』
な
ど
の
辞
典
的
な
性
格
の
典
籍
が
頻
繁
に
利

用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
一
方
で
は
篤
胤
の
仏
教
学
が
「
素
人
芸
」
的
な
も
の
で
あ
り
続
け
た
こ
と
、
ま
た
、
伝
統
的

教
学
の
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
、
常
に
ゼ
ロ
か
ら
理
解
し
、
自
説
を
立
て
よ
う
と
し
た
こ
と
、
な
ど
の
理
由
に
よ

る
も
の
だ
ろ
う
。
阿
含
経
典
の
重
視
は
、
彼
の
言
う
「
仏
祖
」
の
本
来
の
教
説
（「
妄
誕
」）
を
可
能
な
か
ぎ
り
明
瞭

に
し
、
そ
れ
と
の
比
較
の
上
で
「
梵
志
の
古
説
」
を
明
ら
か
に
し
よ
う
、
と
い
う
意
図
も
あ
っ
た
思
わ
れ
る
。
小
乗

の
古
い
典
籍
に
対
し
て
、
大
乗
の
経
論
類
は
後
世
の
偽
作
で
あ
り
、「
寓
託
」
で
あ
る
と
し
て
、
無
視
さ
れ
る
傾
向

に
あ
る
（
た
と
え
ば
『
法
華
経
』
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
引
用
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
）。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
注
目

し
た
い
の
は
、
密
教
の
典
籍
の
重
視
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
印
度
蔵
志
』
巻
第
二
で
、
篤
胤
は
次
の
よ
う
に
書
い
て

い
る
（「
全
集
」X

I,p.65b-66a,p.67b-68a

）。

さ
て
呪
禁
修
法
の
事
は
、
秘
密
儀
軌
と
称
す
る
　フ

ミ
ラ

籍
等　
に
、
　シ

ル載　
せ
る
法
ど
も
、
　オ

ホ
カ
タ

大
凡　
は
、
仏
祖
に
出
た
る
由
に

　カ
キ
ナ

作
成　
せ
れ
ど
、
　ソ

レ其　
み
な
寓
託
の
説
に
て
、
実
に
は
悉
く
梵
志
、
ま
た
　ノ彼　
外
道
の
修
法
を
　モ

ノ竊　
せ
る
に
て
、
一
法

も
仏
祖
が
真
法
は
　ル有　
こ
と
な
し
。〔
中
略
〕

さ
て
彼
諸
儀
軌
中
な
る
、
呪
術
修
法
を
　ミ

ワ
タ

見
通　
す
に
、
　コ

レ是　
ぞ
梵
志
が
修
法
の
真
面
目
を
、
　ノ其　
儘
に
伝
へ
た
り
と

覚
ゆ
る
は
、
一
部
も
所
見
な
き
中
に
、
大
梵
王
、
ま
た
　ノ其　
異
名
の
神
の
修
法
呪
文
、
ま
た
符
印
な
ど
も
多
く

散
在
し
て
、
見
つ
べ
き
事
も
　ス

ク
ナ

少　
か
ら
ず
。
其
が
中
に
も
、
一
字
心
呪
経29
に
出
た
る
、
大
転
輪
王
の
一
字
呪

と
称
す
る
呪
文
、
も
と
決
め
て
梵
天
の
伝
授
に
て
、
大
梵
王
の
　シ

ム
ジ
ユ

真
呪　
な
る
べ
く
　オ

ボ
エ

所
思　
た
り
。

こ
の
引
用
で
も
明
ら
か
な
と
お
り
、
篤
胤
に
と
っ
て
、
密
教
は
「
仏
教
」
で
は
な
い
か
ら
こ
そ
、
興
味
の
対
象
で
あ

り
、
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
。

　
篤
胤
は
、
ま
た
不
空
訳
の
『
供
養
十
二
大
威
徳
天
報
恩
品
』（T.X

X
I1297

）（
こ
れ
を
彼
は
『
十
二
天
餞
軌
』
と

い
う
題
名
で
呼
ん
で
い
る
）
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
（「
全
集
」X

I,p.62a

）。

偖
こ
の
十
二
天
餞
儀
て
ふ
書
は
、
豊
山
本
の
諸
儀
軌
中
に
収
れ
て
、
版
本
な
り
。
巻
首
に
、
供
養
十
二
大
威

徳
天
報
恩
品
。
と
あ
り
て
、
巻
尾
に
十
二
天
餞
軌
と
あ
り
。
唐
の
不
空
三
蔵
が
訳
な
り
。
其
全
編
を
見
る
に
、

　マ
サ慥　

に
婆
羅
門
の
古
籍
と
見
ゆ
る
を
、
謂
ゆ
る
普
賢
菩
薩
が
、
仏
祖
の
印
可
を
受
て
説
た
る
趣
に
、
仏
法
臭
き

事
ど
も
書
交
へ
て
、
作
り
改
め
た
る
物
な
り
。
其
は
活
眼
を
も
て
、
書
見
む
人
は
、
自
づ
か
ら
に
知
る
べ
け

れ
ど
、
今
少
か
云
む
に
、
仏
祖
は
甚
く
、
梵
王
を
卑
め
貶
し
、
世
間
を
成
立
せ
り
と
ふ
古
伝
を
説
破
し
て
、

　造
二　
此
世
　界
一　
。
　非
二　
彼
所
　及
　一レ　　30
な
ど
常
に
云
る
に
、
今
引
く
文
の
、
さ
る
仏
説
と
は
反
な
る
、
一
を
以
も
悟
り

つ
べ
し
。
な
ほ
此
の
　フ

ミ軌　
は
次
々
に
も
数
所
に
引
出
れ
ば
、
其
処
々
に
も
云
を
見
る
べ
し
。

29

『
大
陀
羅
尼
末
法
中
一
字
心
呪
経
』T.X

IX
956

―――T.X
IX

956
315c29

sq.

参
照
。

30

『
長
阿
含
經
』T.I1

xi69b20-22

参
照
。
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篤
胤
は
こ
の
よ
う
に
書
い
て
、
こ
の
儀
軌
を
各
所
で
引
い
て
い
る
。
篤
胤
に
よ
れ
ば
、
密
教
の
儀
軌
な
ど
（
の
少
な

く
と
も
一
部
）
は
、
本
来
「
婆
羅
門
の
古
籍
」
で
あ
る
の
を
、
仏
陀
の
認
可
を
得
た
普
賢
菩
薩
が
説
く
、
と
い
う
形

で
、
表
向
き
に
「
仏
法
臭
い
」
表
現
を
と
っ
て
い
る
だ
け
だ
と
い
う
。
こ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
富
永
仲
基
以
来
の
仏
典

の
歴
史
的
批
判
を
前
提
と
し
た
見
方
で
あ
る
。
密
教
が
、
本
来
の
「
仏
説
」
と
は
相
当
に
隔
た
り
が
あ
り
、
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
や
ブ
ラ
フ
マ
ニ
ズ
ム
と
近
い
も
の
だ
と
い
う
認
識
は
、（
少
な
く
と
も
あ
る
観
点
か
ら
は
）
歴
史
的
に
正

し
い
見
方
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
今
の
引
用
の
最
後
で
、「
今
引
く
文
」
と
あ
る
の
は
、『
供
養
十
二
大
威
徳
天
報

恩
品
』
の
次
の
箇
所
を
指
し
て
い
る
。「
梵
天
者
上
天
之
主
衆
生
之
父
。
此
天
喜
時
器
世
間
安
穩
無
有
亂
動
。
何
以

故
。
劫
初
之
時
。
此
天
成
立
器
世
間
也
。
衆
生
不
亂
以
正
治
世
。
何
以
故
。
父
王
喜
故
。
此
天
瞋
時
。
世
間
不
安

有
種
種
病
。
至
于
草
木
皆
悉
惱
落
。
衆
生
迷
惑
名
如
醉
人
」（T.X

X
I1297

384a21-25

）。
梵
天
を
「
衆
生
の
父
」

と
い
う
の
は
、
前
引
の
『
長
阿
含
経
』
の
「
我
即
是
一
切
衆
生
父
母
」
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
篤
胤
が

引
い
て
い
る
同
じ
『
長
阿
含
経
』
の
巻
第
十
一
に
は
、「
我
今
是
大
梵
王
。
忽
然
而
有
。
無
作
我
者
。
我
能
盡
達
諸

義
所
趣
。
於
千
世
界
。
最
得
自
在
能
作
能
化
。
微
妙
第
一
。
爲
人
父
母
。
我
先
至
此
獨
一
無
侶
。
由
我
力
故
有
此
衆

生
。
我
作
此
衆
生
」
と
い
う
文
章
が
あ
り
（T.I

1
xi69b6-9

）、
こ
こ
で
も
梵
天
は
衆
生
の
父
、
と
言
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
を
釈
尊
は
、「
…
…
梵
志
。
造
此
世
界
者
非
彼
所
及
。
唯
佛
能
知
。
又
過
此
事
佛
亦
盡
知
」
と
否
定
し
て

い
る
（69b21-22

）。
こ
れ
が
、
篤
胤
が
い
う
「
仏
説
」
で
あ
る
。

　
篤
胤
は
、
多
く
の
仏
典
か
ら
「
創
造
主
義
」
的
な
イ
ン
ド
神
話
の
言
説
を
見
つ
け
出
し
（『
大
和
葛
城
宝
山
記
』
で

引
か
れ
た
『
大
智
度
論
』
の
一
節
は
な
ぜ
か
引
用
し
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
の
『
外
道
小

乗
涅
槃
論
』、『
中
観
論
疏
』
お
よ
び
『
雑
譬
喩
経
』
の
文
章
は
、
一
度
な
ら
ず
用
い
て
い
る31
）、
そ
れ
を
日
本
神
話

と
結
び
つ
け
て
い
る
。『
印
度
蔵
志
』
の
巻
第
一
か
ら
第
八
に
い
た
る
叙
述
で
、
お
そ
ら
く
も
っ
と
も
頻
繁
に
登
場

す
る
神
格
は
梵
天
、
篤
胤
の
表
現
で
は
「
大
梵
自
在
天
神
」
で
あ
る
。『
印
度
蔵
志
』
で
は
、
巻
第
一
の
開
巻
直
後

か
ら
、
そ
の
種
の
創
造
神
話
が
ほ
と
ん
ど
網
羅
的
に
列
挙
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
神
々
が
す
べ
て
同
一
で
あ
る
、
と
い
う

テ
ー
ゼ
が
主
張
さ
れ
る
（p.9b-16a

）。
す
な
わ
ち
、
篤
胤
に
と
っ
て
は
、
ブ
ラ
フ
マ
ー
も
シ
ヴ
ァ
も
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ

も
、
す
べ
て
同
じ
神
の
別
名
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
篤
胤
は
次
の
よ
う
に
そ
の
神
話
を
要
約
し
て
る
（p.9b

）。

　コ
レ
ラ

此
等　
の
事
〔
＝
婆
羅
門
種
〕
の
起
源
を
　ラ知　
む
と
欲
す
る
に
は
、
ま
づ
　ノ彼　
国
太
古
の
伝
説
、
大
梵
王
の
事
よ
り
、

明
し
弁
へ
ず
て
は
知
が
た
し
。
然
る
は
ま
つ
、
其
古
伝
説
の
大
旨
を
云
は
ゞ
、
大
虚
空
上
に
、
大
梵
天
と
も
、

梵
自
在
天
と
も
、
大
自
在
天
と
も
称
ふ
、
無
始
無
終
の
天
界
あ
り
て
、
　ノ其　
界
に
大
梵
王
と
も
、
那
羅
延
天
と

も
、
摩
醯
首
羅
天
と
も
称
す
る
、
大
主
宰
の
天
神
あ
り
て
、
是
ま
た
無
始
無
終
の
神
な
る
が
、
無
よ
り
有
を

出
し
て
、
　ノ此　
世
間
を
成
立
し
、
人
種
は
更
に
も
　ハ云　
ず
、
万
物
を
も
化
生
せ
る
故
に
、
世
間
衆
生
の
祖
神
な
り

と
語
り
伝
來
れ
り
。

そ
の
「
大
梵
王
」
の
「
本
性
」
は
、
よ
う
や
く
巻
第
八
に
い
た
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
（p.272b-273b

―――
〔
　
〕

内
は
割
注
）。

然
る
は
、
彼
大
梵
自
在
天
神
と
称
す
る
神
を
、
人
は
何
と
か
思
ふ
ら
む
。
此
は
我
が
　ス

メ
ラ
ギ

天
皇　
の
　ミ

オ
ヤ

皇
祖　
、
産
　ノ霊　
大

神
と
、
伊
邪
那
　ノ岐　
大
神
の
　ミ
フ
ル
コ
ト

御
故
事　
を
、
　ツ一　
に
混
じ
て
、
伝
へ
奉
れ
る
古
説
な
り
。
其
は
、
　ノ彼　
神
の
天
地
万
物

を
造
り
、
人
種
を
蕃
息
せ
り
と
ふ
伝
ヘ
は
、
産
霊
大
神
の
、
天
地
と
　ワ

カ
ル

文
判　
べ
き
、
其
　カ

タ
チ

状
貌　
言
難
き
、
一
物
を

鎔
造
し
給
ひ
、〔
此
の
一
物
の
形
を
、
　ヨ

ク熟　
思
へ
ば
、
必
ず
女
陰
の
形
な
り
と
所
思
ゆ
。
故
そ
の
状
言
ひ
難
し
と

は
伝
へ
た
れ
。
悉
く
は
古
史
伝
に
い
へ
り
。
然
れ
ば
此
は
玄
牝
と
ぞ
名
づ
く
べ
か
り
け
る
。〕
伊
邪
那
岐
、
伊

邪
那
美
二
　ノ柱　
神
に
天
の
瓊
戈
を
賜
ひ
て
　コ

ト
ヨ
サ

事
依　
し
給
ひ
、
二
　ノ柱　
神
、
そ
の
御
戈
も
て
、
　ノ彼　
　

ヒ
ト
ツ
ノ
モ
ノ

一
物　
を
　カ

キ
ナ

画
成　
し
、
引

31

『
印
度
蔵
志
』p.10b,p.15b,p.45b,p.59b

な
ど
。
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上
給
へ
る
　ノ其　
末
よ
り
、
垂
落
る
物
、
自
然
に
凝
積
り
て
、
於
能
碁
呂
島
と
成
し
か
ば
、
　ノ其　
島
に
天
降
ま
し
て
、

　ノ其　
事
よ
り
　オ

ボ
シ

所
思　
立
し
て
、
始
め
て
夫
婦
の
道
を
興
し
給
ひ
、
国
の
八
十
国
、
　ノ万　
物
を
　ウ

ミ生　
給
ひ
、
青
人
草
を
蕃

息
し
給
へ
る
に
符
合
し
、〔
割
注
略
〕
か
つ
　ノ彼　
御
戈
は
、
於
能
碁
呂
島
に
衝
立
て
、
　ク

ニ
ナ
カ

国
中　
の
　ミ

ハ
シ
ラ

御
柱　
と
　ナ

シ
タ
マ

為
給　
へ
る

が
、
後
に
小
山
と
化
れ
る
、
其
真
形
を
　ミ観　
れ
ば
、
　所
レ　
謂
天
根
の
形
に
　サ

モ
ニ

髣
髴　
た
る
は
、
小
縁
の
事
に
非
ざ
れ

ば
、
　ノ彼　
賜
へ
る
瓊
戈
と
　フ云
は　
、
其
趣
の
物
な
り
し
こ
と
著
明
し
。〔
割
注
略
〕
前
品
四
姓
の
処
に
引
た
る
、
中

　ノ論　
疏
に
、
韋
紐
　ノ天　
　ニ手　
　テ執
二　
輪
　ヲ戟
一　
。
　リ有
二　
大
威
　勢
一　
。
　ニ故　
　フ云　
。
万
物
　リ従
レ　
　レ其　
　ス

ト
生　
也32
。
と
あ
る
も
、
彼
御
戈
に
由
有

り
て
聞
ゆ
る
を
、
思
合
す
べ
し
。〔
韋
紐
天
と
は
、
即
ち
大
自
在
天
の
別
名
な
る
こ
と
、
上
に
委
く
云
へ
る
が

如
し33
。
万
物
　従
レ　
其
生
。
と
あ
る
其
字
は
、
韋
紐
天
を
さ
す
語
の
ご
と
聞
ゆ
れ
ど
も
、
熟
視
れ
ば
、
其
と
は
、

戟
を
さ
し
て
云
ふ
語
な
る
こ
と
著
し
。〕。

こ
こ
で
は
、「
大
梵
自
在
天
神
＝
産
　ノ霊　
大
神
と
伊
邪
那
　ノ岐　
大
神
」
と
い
う
ふ
う
に
、
等
式
が
あ
ま
り
明
確
で
は
な
い

が
、
少
し
後
の
一
節
で
は
（p.280a

）、「
其
は
大
梵
自
在
天
神
と
云
は
、
上
に
論
ふ
如
く
、
皇
産
　ノ霊　
大
神
を
申
せ
る

こ
と
灼
然
た
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
篤
胤
の
神
学
で
は
、

　
　
　
　
　
　

┐
　
高
皇
産
霊
神
（
〜
大
梵
自
在
天
神
）

　
　
　
　
　
　

─

天
之
御
中
主
神
　
┬

　
　
　
　
　
　

─

　
　
　
　
　
　

┌
　
神
皇
産
霊
神
（
〜
大
梵
自
在
天
神
）

と
い
う
図
式
が
成
り
立
っ
て
い
た
と
考
え
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
が
、
中
世
神
道
の
「
梵
天
王
思

想
」
の
神
学
、
た
と
え
ば
『
仙
宮
院
秘
文
』
に
見
え
る

（
外
宮
）
豊
受
皇
太
神
＝
天
御
中
主
神
＝
尸
棄
大
梵
天
皇

（
内
宮
）
天
照
皇
太
神
＝
天
照
太
神
＝
光
明
大
梵
天
皇

あ
る
い
は
『
麗
気
記
』「
豊
受
太
神
鎮
座
次
第
」
の

尸
棄
大
梵
天
王
＝
月
珠
＝
金
剛
界
＝
天
御
中
主
尊
＝
豊
受
太
神
（
＝
男
）

光
明
大
梵
天
王
＝
日
珠
＝
胎
蔵
界
＝
天
御
中
主
尊
＝
天
照
太
神
（
＝
女
）

と
い
う
図
式34
に
き
わ
め
て
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
言
を
俟
た
な
い
だ
ろ
う
（
篤
胤
は
、
天
之
御
中
主
神
に
つ
い

て
「
此
大
神
の
御
事
は
、
印
度
を
始
め
万
国
に
、
其
の
伝
有
こ
と
な
し
。
其
は
此
の
神
、
造
化
の
本
つ
神
に
御
坐
し

て
、
其
神
徳
至
大
な
る
が
故
に
、
　カ臭　
も
な
く
、
　オ

ト声　
も
な
く
、
為
こ
と
無
し
て
、
無
よ
り
有
を
出
し
、
寂
然
と
し
て
御

坐
せ
ば
な
り
」
と
述
べ
て
い
て
〔p.277b

〕、
現
実
的
な
創
造
活
動
か
ら
「
棚
上
げ
」
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
豊

受
太
神
鎮
座
次
第
」
の
天
御
中
主
尊
が
、
篤
胤
に
と
っ
て
の
高
皇
産
霊
神
／
神
皇
産
霊
神
に
当
た
る
と
い
っ
て
も
間

違
い
な
い
だ
ろ
う
）。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、「
中
世
神
道
＝
「
日
本
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
」？
」
と
い
う
一
見
異
様
な
等
式
が
、
必
ず

し
も
ま
っ
た
く
無
根
拠
で
は
な
い
こ
と
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
論
理
の
流
れ
は
、
ほ
ぼ
次
の
よ
う
に
考
ら
れ
る
と

思
う
。

32

『
中
觀
論
疏
』T.X

L
II1824

ii14c15-16

「
韋
紐
手
執
輪
戟
。
有
大
威
勢
故
云
萬
物
從
其
生
也
」。『
印
度
蔵
志
』p.12b

に
同
じ
箇
所
を

引
用
す
る
。

33

た
と
え
ば
『
印
度
蔵
志
』p.11b-12b

参
照
。

34

『
仙
宮
院
秘
文
』
に
つ
い
て
は
上
述
参
照
。「
豊
受
太
神
鎮
座
次
第
」
の
図
式
は
、「
夫
以
尸
棄
大
梵
天
王
、
水
珠
所
成
玉
。
水
珠
者
月
珠
。

月
珠
者
玉
。
玉
者
梵
天
王
虚
空
無
垢
大
光
明
遍
照
如
来
。
過
去
威
音
王
仏
是
也
。
三
十
三
天
中
、
皆
是
名
大
梵
天
皇
。
是
為
尸
棄
大
梵
天
王
。
是

名
天
御
中
主
尊
。
亦
名
豊
受
皇
太
神
云
々
。
光
明
大
梵
天
皇
火
珠
所
成
玉
。
火
珠
者
日
珠
。
日
珠
者
玉
。
玉
者
梵
天
王
。
是
名
光
明
大
梵
天
王
。

是
名
天
御
中
主
尊
。
亦
名
天
照
皇
太
神
。
他
化
自
在
天
化
身
。
大
毘
盧
遮
那
如
来
。
是
名
魔
醯
首
羅
天
王
。
亦
名
大
自
在
天
王
…
…
」（『
現
代

語
訳
麗
気
記
』xx

ペ
ー
ジ
）
か
ら
引
き
出
せ
る
。
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１
　
平
田
篤
胤
は
、
仏
典
の
中
か
ら
イ
ン
ド
神
話
―――
特
に
イ
ン
ド
の
創
造
神
話
を
抽
出
し
て
、
そ
れ
を
日
本
神
話

と
比
較
し
、
本
質
的
に
同
じ
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
。

２
　
篤
胤
は
ま
た
、
密
教
経
典
は
、
表
面
的
に
は
仏
教
だ
が
、
実
際
の
内
容
は
イ
ン
ド
神
話
の
思
想
と
変
り
が
な
い

と
考
え
た
。

３
　
（
こ
こ
で
扱
っ
て
い
る
よ
う
な
）
初
期
の
中
世
神
道
の
思
想
は
、
基
本
的
に
密
教
思
想
を
基
盤
と
し
て
日
本
の

神
々
（
特
に
伊
勢
の
外
宮
と
内
宮
の
神
々
）
を
再
解
釈
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
そ
こ
で
最
大
の
焦
点

と
な
っ
て
い
る
の
は
、「
世
界
の
始
原
」
の
問
題
で
あ
る
。

４
。
中
世
神
道
説
の
基
盤
と
な
っ
た
密
教
思
想
が
、
篤
胤
が
言
う
よ
う
に
「
婆
羅
門
の
古
籍
」
を
「
仏
法
臭
く
」
見

せ
か
け
た
だ
け
の
も
の
で
あ
る
な
ら
、「
中
世
神
道
＝
「
日
本
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
」」
と
い
う
等
式
は
、
あ
る
意
味
で

成
立
す
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
見
る
な
ら
、
篤
胤
の
『
印
度
蔵
志
』
に
お
け
る
神
学
が
、（
そ
れ
自
体
は
た
と
え
偶
然
の
一

致
で
あ
っ
た
と
し
て
も
）
中
世
神
道
の
神
学
と
非
常
に
近
い
様
相
を
示
す
こ
と
も
、
無
意
味
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
る
。
初
期
の
中
世
神
道
に
お
い
て
も
、
篤
胤
に
お
い
て
も
、
最
大
の
関
心
事
は
世
界
の
窮
極
的
な
根
源
を

突
き
止
め
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
彼
ら
が
探
求
し
た
の
は
、
日
本
神
話
に
お
け
る
も
っ
と
も
抽
象
的
な
神
、

ま
た
は
神
々
だ
っ
た
（
天
御
中
主
神
や
二
柱
の
産
霊
神
が
そ
の
位
置
に
置
か
れ
た
の
は
、
当
然
の
帰
結
だ
っ
た
だ
ろ

う
）。
ま
た
、
彼
ら
が
共
に
世
界
創
造
神
話
に
そ
の
根
源
を
求
め
、
中
世
神
道
の
場
合
は
密
教
的
仏
教
の
本
質
的
な

影
響
の
下
に
、
ま
た
篤
胤
の
（『
印
度
蔵
志
』
の
）
場
合
は
、
た
ま
た
ま
仏
教
な
い
し
イ
ン
ド
を
検
討
の
対
象
と
し

た
た
め
に
、
仏
教
文
献
に
そ
う
し
た
創
造
神
話
を
探
求
し
た
。
―――
こ
う
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
彼
ら
が
共
に
、

天
御
中
主
神
ま
た
は
産
霊
神
と
梵
天
と
を
等
号
で
結
ぶ
よ
う
な
神
学
に
到
達
し
た
こ
と
は
、
ほ
か
に
あ
り
え
な
い
結

果
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る35
。

結
論

　
最
後
に
、
上
に
述
べ
て
き
た
こ
と
の
背
景
と
な
る
大
き
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
イ
ン
ド
で
は
、
七

〜
八
世
紀
こ
ろ
か
ら
、「
タ
ン
ト
ラ
革
命
」
と
で
も
呼
べ
る
よ
う
な
宗
教
界
全
体
の
大
き
な
地
殻
変
動
が
起
き
た
。

そ
れ
は
、
仏
教
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
を
す
べ
て
呑
み
込
ん
だ
巨
大
な
変
革
の
波
だ
っ
た
。
古
く
は
、
そ

の
変
化
は
、
土
着
の
ド
ラ
ヴ
ィ
ダ
系
の
非
合
理
主
義
が
ア
ー
リ
ヤ
系
の
精
神
性
を
呑
み
込
ん
だ
、
と
い
う
よ
う
な
形

で
説
明
さ
れ
、
仏
教
は
、
タ
ン
ト
ラ
化
の
波
の
中
で
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
同
化
し
、
そ
れ
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
、

と
い
う
よ
う
な
言
い
方
が
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
説
明
は
、
近
年
い
ろ
い
ろ
な
形
で
批
判
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
。
筆
者
と
し
て
は
、
イ
ン
ド
宗
教
の
タ
ン
ト
ラ
化
の
大
き
な
ド
ラ
イ
ヴ
に
な
っ
た
の
は
、
仏
教
自
体
の
運
動

で
は
な
か
っ
た
か
、
と
考
え
て
い
る
。
初
期
大
乗
仏
教
の
時
代
か
ら
、
た
と
え
ば
「
色
即
是
空
」
の
よ
う
な
形
で
一

般
的
な
論
理
を
逆
転
さ
せ
、
次
々
に
逆
説
的
論
理
を
発
展
さ
せ
て
き
た
過
程
で
、「
煩
悩
即
菩
提
」
あ
る
い
は
「
浄
楽

我
常
」
の
よ
う
な
テ
ー
ゼ
が
生
み
出
さ
れ
、
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
価
値
観
念
を
逆
転
さ
せ
て
き
た
。
そ
の
結
果

の
一
つ
が
、「
不
浄
即
浄
」
と
い
う
よ
う
な
観
念
で
、
そ
れ
は
、
シ
ヴ
ァ
教
的
な
苦
行
の
考
え
方
と
非
常
に
接
近
し

た
も
の
だ
っ
た
。
同
時
に
、
グ
プ
タ
朝
の
崩
壊
の
後
に
、
小
国
家
が
互
い
に
せ
め
ぎ
合
う
戦
国
時
代
的
な
封
建
社
会

が
生
ま
れ
て
き
て
、
そ
れ
が
宗
教
の
呪
術
化
や
「
軍
事
化
」
の
運
動
の
引
き
金
に
な
っ
て
い
っ
た36
。
イ
ン
ド
宗
教
の

タ
ン
ト
ラ
化
は
、
そ
う
し
た
中
で
、
仏
教
の
先
鋭
的
な
部
分
と
シ
ヴ
ァ
教
が
互
い
に
刺
激
し
あ
う
過
程
で
生
ま
れ
て

35

中
世
神
道
と
篤
胤
の
類
似
は
、
篤
胤
が
（
表
向
き
は
中
世
神
道
を
否
定
し
な
が
ら
）
何
ら
か
の
ル
ー
ト
で
中
世
神
道
の
影
響
を
受
け
て
い
た

か
ら
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
い
を
生
じ
さ
せ
る
。
し
か
し
、
篤
胤
が
あ
る
程
度
、
中
世
神
道
の
文
献
を
知
っ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
て

も
、
梵
天
王
思
想
に
と
く
に
興
味
を
示
し
た
形
跡
は
見
い
だ
せ
な
い
。
こ
の
類
似
は
、
あ
く
ま
で
も
両
者
の
関
心
の
持
ち
方
の
類
似
に
由
来
す
る

も
の
で
、
偶
然
の
結
果
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
資
料
７
も
参
照
。

36

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、R

onald
D

avidson,
Indian

E
soteric

B
uddhism

:
A

Social
H

istory
of

the
Tantric

M
ovem

ent,N
ew

Y
ork,

C
olum

bia
U

niversity
Press,2003

参
照
。
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き
た
も
の
で
は
な
い
か
、
そ
し
て
そ
の
最
終
的
な
結
果
と
し
て
、（
仏
教
の
変
化
自
体
が
生
み
出
し
た
）
新
し
い
タ

イ
プ
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
中
に
、
仏
教
は
呑
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
仏
教
は
、

い
わ
ば
一
種
のim

plosion

を
起
こ
し
て
消
滅
し
た
、
と
言
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。Im

plosion

と
は
、explosion

＝
「
爆
発
」
が
外
側
に
起
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
内
側
に
起
る
爆
発
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
―――
も

ち
ろ
ん
、
筆
者
は
イ
ン
ド
宗
教
や
イ
ン
ド
仏
教
の
専
門
家
で
は
な
い
の
で
、
こ
こ
に
述
べ
た
の
は
、
ま
っ
た
く
の
仮

説
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
と
ち
ょ
う
ど
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
日
本
で
も
起
き
、
そ
う
し
た
過
程
の
副
産
物
の

一
つ
と
し
て
、
中
世
日
本
の
神
道
の
よ
う
な
運
動
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
み
た
い
。

　
日
本
仏
教
のim

plosion

の
最
大
の
要
因
に
な
っ
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
密
教
だ
が
、
そ
れ
を
決
定
的
な
方
向
に
向

か
わ
せ
た
の
は
い
わ
ゆ
る
「
本
覚
思
想
」
で
あ
り
、
そ
の
本
覚
思
想
の
根
幹
を
作
っ
た
の
が
安
然
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
安
然
が
構
想
し
た
よ
う
な
仏
教
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
る
種
の
有
神
論
的
／
汎
神
論
的
な
宗
教
と
変
り
が
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
た
と
え
ば
大
日
如
来
と
天
照
太
神
と
大
自
在
天
が
、
同
じ
根
源

的
な
神
の
（
次
元
の
異
な
る
）
顕
現
と
し
て
観
念
さ
れ
た
こ
と
（
た
と
え
ば
先
に
引
用
し
た
『
渓
嵐
拾
葉
集
』）、
あ

る
い
は
「
普
遍
的
な
も
の
（
本
）」
と
「
特
殊
な
も
の
（
垂
）」
の
対
立
が
「
即
」
で
止
揚
さ
れ
、
果
て
に
は
「
特
殊

な
も
の
」
が
「
普
遍
的
な
も
の
」
の
上
位
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
理
解
で
き
る
だ

ろ
う
。
―――
そ
し
て
そ
こ
ま
で
行
け
ば
、「
神
本
仏
垂
」
の
思
想
は
も
う
達
成
さ
れ
た
も
同
然
で
あ
る
。
ま
た
「
日

本
＝
大
日
の
本
国
」
説
も
、
こ
の
「
普
遍
的
な
も
の
」
と
「
特
殊
な
も
の
」
の
「
即
融
」
の
一
例
で
あ
る
。
先
に
見

た
、
安
然
の
天
部
に
関
す
る
思
弁
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
格
の
「
特
殊
性
」
を
真
如
の
中
に
溶
解
さ
せ
、
そ
の
結
果
と

し
て
、
ど
ん
な
神
格
で
あ
っ
て
も
（
た
と
え
ば
第
六
天
魔
王
の
よ
う
な
「
反
仏
法
」
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
考
え
ら
れ

る
よ
う
な
神
格
で
あ
っ
て
も
）、
輝
か
し
い
絶
対
的
神
性
の
一
つ
の
側
面
、
と
観
念
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
だ
と
す

れ
ば
、「
毘
遮
舍
摩
醯
首
羅
」（
悪
鬼
の
シ
ヴ
ァ
神
）
が
「
第
四
禅
天
王
」
で
あ
っ
て
も
、
あ
る
い
は
「
毘
盧
遮
那
魔

醯
修
羅
」
で
も
、
本
質
は
同
じ
、
と
さ
れ
る
の
も
当
然
だ
ろ
う
。「
輝
か
し
い
絶
対
的
神
性
」
自
身
は
、
大
日
如
来

と
し
て
表
象
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
現
実
に
顕
現
す
る
と
き
は
、
つ
ね
に
何
ら
か
の
「
特
殊
」
な
神
の
様
相
を
取
る
、

そ
の
神
は
、aw

esom
e

な
、aw

ful

な
、am

azing

な
マ
ジ
カ
ル
・
パ
ワ
ー
と
し
て
現
わ
れ
る
―――
そ
れ
が
中
世
の

（
仏
教
的
）
神
道jindō

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
て
、
本
覚
思
想
に
よ
っ
て
論
理
の
構
造
が
希
薄
化
さ

れ
る
と
、
後
に
残
る
の
は
、
仏
典
や
日
本
神
話
、
あ
る
い
は
道
教
的
思
想
な
ど
か
ら
、
神
話
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
自
在

に
組
み
合
わ
せ
て
作
り
上
げ
て
い
く
世
界
の
「
詩
化
」
の
運
動
だ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
中
世
神
話
」
は
そ
う
し
た
流

れ
か
ら
生
ま
れ
た
し
、
ま
た
院
政
期
以
降
の
密
教
の
驚
く
べ
き
儀
礼
の
発
展
も
、
そ
の
一
環
と
し
て
理
解
で
き
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
院
政
期
以
降
の
、
血
脈
が
次
々
と
分
岐
し
て
新
し
い
流
派
が
生
ま
れ
て
く
る
環
境
は
、
誰
も
が
知
識
体
系
の
頂
点

に
い
て
、
新
し
い
知
識
を
産
み
出
す
、
知
的
興
奮
に
満
ち
た
環
境
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
は
ま
た
、
古
代
的
な

権
威
や
聖
性
の
基
盤
が
崩
れ
落
ち
、
人
々
が
実
存
的
な
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
、
新
し
い
権
威
、
聖
性
の
基
礎
を
作
り

出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
焦
り
に
駆
ら
れ
た
世
界
で
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
一
つ
一
つ
の
血
脈
／
流
派
を
形
成

し
た
の
は
、
せ
い
ぜ
い
十
数
人
、
大
部
分
は
数
人
程
度
の
人
々
で
、
そ
う
し
た
中
か
ら
、
現
代
で
い
う
な
ら
新
宗
教

の
芽
、
と
で
も
い
え
る
よ
う
な
大
胆
な
思
想
が
次
々
に
生
み
出
さ
れ
て
い
く
。
密
教
の
各
種
の
流
派
や
形
態
の
中
か

ら
、
今
で
言
う
中
世
神
道
説
が
生
ま
れ
て
き
た
の
は
、
そ
う
し
た
運
動
の
一
環
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
文
書
化

さ
れ
る
と
同
時
に
、
一
方
で
は
貴
族
の
世
界
に
、
も
う
一
方
で
は
た
と
え
ば
伊
勢
の
外
宮
の
神
官
な
ど
に
も
伝
え
ら

れ
て
い
く
、
そ
し
て
そ
の
運
動
が
拡
が
り
、
ま
た
あ
ら
た
な
思
想
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
。
た
と
え
ば
成
尊
の
よ
う

な
人
の
大
胆
な
テ
ー
ゼ
が
一
つ
の
出
発
点
と
な
っ
て
、
一
方
で
は
「
日
本
＝
大
日
の
本
国
」
説
が
生
ま
れ
、
も
う
一

方
で
は
「
第
六
天
魔
王
」
神
話
が
生
み
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
成
尊
の
よ
う
な
人
の
言
説
を
フ
ィ
ル
タ
ー
に
し
、
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そ
れ
を
通
り
越
し
て
、
よ
り
古
い
安
然
に
遡
り
、
あ
る
い
は
『
大
智
度
論
』
や
『
倶
舎
論
』
な
ど
の
古
典
的
な
典
籍

ま
で
遡
っ
て
あ
ら
た
な
「
神
話
の
種
」
を
見
つ
け
出
す
作
業
が
行
な
わ
れ
る
。

　
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
神
道
（
あ
る
い
は
古
代
日
本
神
話
）
は
、
両
者
と
も
、「
土
着
の
宗
教
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

ま
と
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
「
土
着
性
」
は
、
じ
つ
は
常
に
新
た
に
発
明
さ
れ
、
再
確
認
さ
れ
て
い
く
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
で
あ
っ
て
、
本
来
的
な
土
着
性
は
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
。「
土
着
の
宗
教
」
と
い
う
こ
と
ば
で
も
う
一
つ

思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
、paganism

と
い
う
用
語
で
あ
る
。
現
代
の
ニ
ュ
ー
エ
ー
ジ
運
動
の
一
つ
に
、
ネ
オ
パ
ガ

ニ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
る
運
動
が
あ
る
が
、
中
世
神
道
説
に
接
す
る
時
に
感
じ
る
の
は
、
現
代
の
ネ
オ
パ
ガ
ニ
ズ
ム
の
説

を
見
る
時
の
よ
う
な
、
あ
る
種
の
い
か
が
わ
し
さ
と
新
奇
の
イ
メ
ー
ジ
、
知
的
な
興
奮
の
よ
う
な
も
の
で
も
あ
る
。

「
中
世
神
道
＝
「
日
本
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
」」
と
い
う
表
現
で
筆
者
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
に
は
、
そ
う
い
う
こ
と
も

含
む
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

　
終
り
に
、
い
く
つ
か
の
疑
問
や
今
後
の
課
題
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
上
に
見
て
き
た
こ
と
で
、
安
然
と
成
尊
、
成

尊
と
初
期
中
世
神
道
、
あ
る
い
は
安
然
と
初
期
中
世
神
道
の
間
に
相
当
に
は
っ
き
り
し
た
関
連
が
あ
る
こ
と
は
、
あ

る
程
度
示
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
し
か
し
、
安
然
の
死
が
九
世
紀
末
、
成
尊
の
死
が
十
一
世
紀
後
半
、
最
初
期

の
両
部
神
道
文
献
が
十
二
世
紀
末
頃
に
成
立
し
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
三
者
の
間
に
は
相
当
な
年
月
が
経
っ
て

お
り
、
そ
の
間
に
重
要
な
変
化
が
起
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
間
を
埋
め
、
よ
り
精
密
な
変
化
の

過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
ま
た
、
一
つ
、
非
常
に
疑
問
に
思
わ
れ
る
の
は
、
ど
の
時
点
で
、
中
世
神
道
の
説
を
考
え
出
し
て
い
た
人
々
は
、

そ
れ
が
仏
教
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
気
付
い
た
だ
ろ
う
か
（
あ
る
い
は
気
付
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
）、
と

い
う
問
題
で
あ
る
。「
創
造
主
義creationism

」
が
仏
教
で
は
常
に
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
は
、

仏
典
に
な
じ
ん
で
い
た
者
な
ら
必
ず
知
っ
て
い
た
だ
ろ
う
（「
創
造
主
義
」
は
た
と
え
ば
『
大
日
経
』
で
も
『
十
住
心

論
』
で
も
、
批
判
さ
れ
て
い
る
。T.X

V
III

848
2a29;T.X

X
X

IX
1796

593a13-27;T.2217
676a26-b27;T.

L
X

2218
190c12-191c16;T.L

X
X

V
II2425

312b3,c1-13

な
ど
）。
仏
教
者
で
あ
り
な
が
ら
中
世
神
道
を
形
成

し
て
い
っ
た
人
々
が
、
そ
の
矛
盾
に
ど
こ
で
気
付
き
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
回
避
ま
た
は
超
越
し
よ
う
と
し
た
か
、

あ
る
い
は
も
し
気
付
か
な
か
っ
た
の
な
ら
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
か
を
探
る
こ
と
は
、
今
後
の
興

味
深
い
課
題
の
一
つ
で
あ
り
う
る
と
思
う
。

　
そ
れ
に
関
連
し
て
も
う
一
つ
興
味
深
い
の
は
、
中
世
神
道
と
「
中
世
の
異
端
」
の
関
係
の
問
題
で
あ
る
。
櫛
田
良

洪
氏
の
『
真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』
で
、「
神
道
思
想
の
受
容
」
と
い
う
章
が
「
邪
流
思
想
の
展
開
」
と
い
う
章

の
直
前
に
置
か
れ
、「
神
道
思
想
」
と
「
邪
流
思
想
」
を
関
連
付
け
る
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
事
実
、
宥
快
の
『
立

河
聖
教
目
録
』
に
は
即
位
灌
頂
関
係
の
書
目
が
い
く
つ
か
挙
げ
ら
れ
て
い
る
し
、
ま
た
『
真
言
密
教
成
立
過
程
の
研

究
』
の
「
神
道
思
想
」
の
章
に
は
、「
讃
岐
の
守
高
大
夫
」
の
名
を
含
ん
だ
荼
吉
尼
法
の
血
脈
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

（
こ
れ
は
、『
受
法
用
心
集
』
で
髑
髏
本
尊
儀
礼
の
元
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
荼
吉
尼
法
と

か
か
わ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
）37
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
中
世
の
神
道
思
想
が
「
邪
流
」
と
非
常
に
近
い
関
係

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
問
題
も
今
後
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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